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１．寒川町環境報告書の趣旨 

町では、平成１３年３月に制定した町環境基本条例に基づき、環境の保全や創造に関

する施策を掲げた町環境基本計画を平成１５年 3 月に策定し、その後平成１９年度に

計画を改訂し取り組みを推進してきました。 

その後、社会状況等が大きく変化する中、上位計画である「さむかわ 2020 プラン

（寒川町総合計画）」と整合性を図り、望ましい環境像を「みんなでつくる みどり豊

かで 空気と水がきれいなまち」と掲げた、「第2次寒川町環境基本計画」を平成２４

年３月に策定し、新たな取り組みが始まりました。 

環境報告書は、町環境基本条例第 10条の規定に基づき、環境の現状や環境基本計画

に基づき実施された前年度の施策の取り組み等の進捗状況の点検・評価をとりまとめた

もので、町民・事業者等に公表することにより、各主体の参加のもとで取り組みを進め

ていきます。また、平成３２年度までの９年間を計画期間とし、前期・中期・後期の３

年毎に計画や取り組み施策の見直しが必要か検討するものとしています。 

「PDCA サイクル」は、「環境報告書」を通じた「毎年度のサイクル（進行管理）」

と、「計画全体を見直すサイクル」を継続していきます。 

■ 町環境基本計画の進行管理の仕組み（PDCAサイクル）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「環境報告書」を通じた毎年度の PDCA サイクル（進行管理） 

Ｐ （計画立案） 予算を確定し、取り組みの変更、追加を行います。 

Ｄ （実践） 本計画に基づき、取り組みを推進します。 

Ｃ （点検・評価） 
環境の現況及び環境指標の点検、環境の保全と創造に関する施策の

進捗状況の点検、「環境報告書」の作成などを行います。 

Ａ （見直し） 翌年度の取り組みや予算への反映方針を検討します。 

＝ PLAN ＝ 

策定、改訂 

＝ ACT ＝ 

見直し 

計画全体を見直す PDCA サイクル 
（計画期間９年間） 

＝ CHECK ＝ 

点検・評価 

＝ DO ＝ 計画の推進 

- plan - 

取り組み 
の確定 

- act - 
取り組み 
の見直し 

- do - 
取り組み 
の推進 

- check - 
取り組み等 
の点検・評価 

「環境報告書」を通じた
PDCAサイクル 
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■「環境報告書」の作成の手順

① 「環境指標」、「各種環境データ」、「環境施策の取り組み状況」を報告する

【 進行管理担当課・関係各課 ⇒ 事務局 】 

② 環境報告書（案）を取りまとめる  【 基本目標管理担当課・事務局 】 

③ 環境報告書（案）を「環境調整委員会・同専門部会」へ報告する

【 事務局 ⇒環境調整委員会・同専門部会 】 

④ 環境報告書（案）を「環境審議会」へ報告し、意見をもらう 【 町長 ⇒ 環境審議会 】

⑤ 環境審議会での意見を含め、環境報告書を取りまとめ、町民へ公表する

【 事務局 ⇒ 町民・事業者 】 

⑥ 環境報告書の内容を翌年度予算に反映させる  【 関係各課 】 

■担当課の名称変更

第 2 次寒川町環境基本計画は平成 24 年 3 月に策定しましたが、平成 2９年度の町

組織改正により担当課の名称が一部変わっています。 

報告 庁内の 

各担当課 

「 環境報告書 」 

○ 概 況
・全体の進捗状況等

○ 環境の現状
・個別目標ごとの環境の現状

○ 取り組みの進捗状況
・環境目標ごとの状況
・環境指標の点検結果
・重点プロジェクトの進捗状況

○ 環境審議会からの意見
○ 関連資料

「環境報告書」の公開 

調整 

委員会 

町民・ 

事業者 
意見 

専門 

部会 

環境 

審議会 
意見 

報告 

確認 

報告 

公開 

前年度の取り組み等に関する情報収集 

2



テーマ 基本方針（５） 基本目標（１６） 環境指標（６２） 施策の体系（４６）

BOD環境基準適合率 ３．自動車の排出ガス対策

保存樹林指定面積

保存樹木指定本数

家庭菜園区画数

雨水貯留施設設置助成件数

１．省エネルギーの推進

５－２
省エネルギーを進め、低炭素な暮らし
をする

２．再生可能エネルギーの利用推進

３．低炭素社会形成に向けた活動

４．水資源の効率的使用

上水使用量

２．悪臭防止対策

３－３
土壌汚染や地下水汚染、地盤沈下を防
ぐ

１．土壌・地下水汚染対策

２．地下水保全対策

１．オゾン層保護・酸性雨対策

町役場のCO2排出量

町内における電気自動車累計台数

ダイオキシン類の土壌調査における最大値

１．騒音・振動対策

４．環境保全協定による公害防止

臭気の規制基準値の達成状況

騒音・振動・悪臭の公害苦情件数

４．監視・調査の実施

３．環境美化活動の推進

２．水辺と町民のふれあい創出

リサイクル率（総資源化量／総排出量）

焼却灰発生量

床面積当たり町役場のCO2排出量

太陽光発電システム導入件数（町補助累計）

公共施設の床面積当たり電気使用量

公共施設における雨水利用施設割合

３．監視・調査の実施

道路交通騒音の環境基準達成率

道路交通振動の要請限度達成率

SPMの各測定箇所での環境基準達成率

工場、事業所からの排水基準の適合率

１．公用地内の緑化都市計画区画面積に対する緑地の割合

２．第2次寒川町環境基本計画　　体系図　　　（計画期間：平成24年度～平成32年度）

１．環境活動の活発化

１－３
多彩な環境活動を活発に進める

１．野生動植物の生育・生息環境の保全と創造②【自然環境】

自然を守り、育てるまち

３．地域での環境教育・環境学習の普及

２－１
生き物と生息空間を守る

１．農業の推進

２－２
農地を守り、活用する

３．調査等の実施

環境コーナーの設置（常設）①【参加と協働】

環境の保全と創造に積極
的に取り組む暮らし

自然環境保全地域面積

町緑の保全地区の指定

２．樹木、樹林地の保全

３．農業とふれあう機会の創出

広報紙での環境関連記事掲載件数

環境関連情報ホームページの更新回数

２．環境情報の公表

環境美化活動の実施団体等

さむかわエコネット登録人数

２．環境団体の育成・活動促進

１．環境情報の収集・整理

２．農作物の地産地消の推進

１－１
環境に関する情報を収集し、発信する

１．環境に関する生涯学習機会の創出

２．学校における環境教育の充実
１－２
環境教育・環境学習を進める

２．水質汚濁・大気汚染対策

新規就農者数（累計）

農産物直売施設数

環境コーナーの設置（企画展示）

環境学習講座や自然観察会の参加人数

町内事業者のEMSの導入社数

環境美化活動の参加人数

遊休農地面積

公共下水道人口普及率

公共下水道水洗化率

エコファーマー制度認定農家数

農業基盤整備受益面積

２．民有地内の緑化

３．監視・調査の実施

１．有害化学物質に関する情報提供

３．監視・調査の実施

ダイオキシン類の底質調査における最大値

２．有害化学物質の排出防止

１．下水道の整備

NO2の各測定箇所での環境基準達成率

一人1日当たりのごみ排出量

フリーマーケット出店数

「不用品登録制度」の年間利用件数

１．美しい景観の保全と創出

２．散乱ごみ・不法投棄対策

２．再利用・リサイクルの推進

３．ごみの適正管理・適正処理の推進

４．人にやさしい道づくり

５．地域整備における環境配慮

４－３
美しく、環境に配慮したまちをつくる

１．有害物質・危険物等に関する対策

２．監視と適切な情報提供

４－４
災害に関わる環境対策を進める

１．ごみ発生の抑制

５－１
ごみを減らし、リサイクルを進める

町役場庁舎の電気使用量

４－２
水辺を守り、親しむ

④【都市環境】

緑や文化を大切にする快
適で安全なまち

３－４
有害化学物質による汚染を防ぐ

ダイオキシン類の大気調査における最大値

ダイオキシン類の水質調査における最大値

親水護岸の箇所数

電線共同溝整備道路指定区間延長

自主的な環境美化活動の回数

町道維持工事着手率（90路線）

環境保全協定締結の対象事業所との締結割合

③【生活環境】

健康で安心して暮らせる
まち

３－２
近隣公害を防ぐ

不法投棄パトロールによる不法投棄確認箇所数

地下水の環境基準適合率

３－１
空気と水をきれいにする

1人当たりの公園面積

緑化活動ボランティア

河川を活用した事業実施回数

小出川の多自然型河川工法による整備延長

地盤沈下の状況

町の公共施設における自然エネルギー利用施設数

５－３
オゾン層保護や酸性雨の防止に配慮す
る

⑤【資源・エネルギー、
地球環境】

エネルギー・水・ものを
大切にした地球環境にや
さしいまち

（

望
ま
し
い
環
境
像
）

み
ん
な
で
つ
く
る

み
ど
り
豊
か
で

空
気
と
水
が
き
れ
い
な
ま
ち

オゾン層保護や酸性雨などに関する情報提供件数

４－１
身近な緑を守り、育てる

１．水辺環境の保全と整備
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第2次寒川町環境基本計画　重点プロジェクト　体系図

重点施策（１２） 取組方針（２６）

１．下水道の整備

４．広域行政による温暖化防止の取り組み

３．地球温暖化対策推進実行計画の見直し

２．再生可能エネルギーの普及促進

１．省エネルギーの推進

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２．再利用・リサイクルの推進

１．1人当たりのごみ排出量の減少

６．親しみのある河川へ

５．町民、事業者と一体となった
　　河川環境改善の取り組み

４．近隣自治体との連携による小出川の水質改善

３．河川水質の改善・監視強化

２．工場・事業所からの排水対策

　きれいな河川の
再生

省エネルギーと
地球温暖化防止
への取り組み

　ごみ減量と
リサイクルの

推進

１．公共下水道人口普及率の向上

２．公共下水道水洗化率の向上

１．事業所の排水調査の実施と改善指導

１．河川水質の改善・監視強化　（特に小出川）

１．近隣自治体との連携による小出川の水質改善

１．河川美化キャンペーンの実施、住民、事業者、
　　学校などによる河川美化活動の支援

２．関係団体との連携

３．ごみの不法投棄防止の意識啓発

１．目久尻川ふるさとの川の整備

２．小出川の護岸整備の推進

３．川とふれあう事業の実施

４．生き物の生息状況に関する調査

１．家庭における再生可能エネルギーの導入促進

２．国などの各種補助事業の利用推進

１．地球温暖化対策推進実行計画（事務・事業編）の改訂

２．地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）
　　の策定

１．湘南エコウェーブプロジェクトの推進

１．家庭での生ごみ減量化

２．ごみの分別方法、収集日等の周知徹底

３．分別品目についての適正な周知

４．マイバッグの利用促進と過剰包装を行わない取り組み

１．再資源化率を高めるための収集方法の改善

２．不用品の再利用の促進

１．省エネルギーの普及啓発

２．公共施設における省エネ機器の導入推進

３．家庭や事業所における省エネ機器の導入推進
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３．平 成 ２９年 度  さむかわの環境 の概要

“望ましい環境像”  

「 み ん な で つ く る  み ど り 豊 か で  空 気 と 水 が き れ い な ま ち 」を 目 指 し て

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト

★ 「 き れ い な 河 川 の 再 生 」

★ 「 ご み 減 量 と リ サ イ ク ル の 推 進 」

★ 「 省 エ ネ ル ギ ー と 地 球 温 暖 化 防 止 へ の 取 り 組 み 」

平 成 2 3 年 度 に 行 っ た 町 民 意 識 調 査 で は 、環 境 を 良 く す る た め の 優 先

す べ き 取 り 組 み と し て 、「省 エ ネ ル ギ ー や 地 球 温 暖 化 防 止 に 関 す る 取 り

組 み 」や「 ご み 減 量 や リ サ イ ク ル に 関 す る 取 り 組 み 」と い う 意 見 が 以 前

に 比 べ 増 え て い ま す 。ま た 、環 境 美 化 や 河 川 の 水 質 改 善 に 関 す る 取 り 組

み に つ い て は 変 わ ら ず 意 識 が 高 い 項 目 と な っ て い ま す 。  

 意 識 の 高 い 項 目 に つ い て は 重 点 プ ロ ジ ェ ク ト と 位 置 づ け て 、 平 成 2 4

年 度 か ら 平 成 3 2 年 度 ま で の 計 画 期 間 中 に 、町 民 、事 業 者 の 皆 さ ん と 町

が 協 力 し て 特 に 優 先 的 ・ 重 点 的 に 推 進 し て い ま す 。  

 望 ま し い 環 境 像 を 目 指 し て 、５ つ の 基 本 方 針【 参 加 と 協 働 】【自 然 環

境 】【 生 活 環 境 】【 都 市 環 境 】【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、地 球 環 境 】 と 重 点

プ ロ ジ ェ ク ト に 基 づ き 実 施 し た 平 成 ２ ９ 年 度 の 取 組 の 概 要 は 次 の と お

り で す 。  

① 【参加と協働】～ 環 境 の 保 全 と 創 造 に 積 極 的 に 取 り 組 む 暮 ら し ～

♦ 環 境 情 報 の 公 表 ♦

5 月 の ニ コ ニ コ リ サ イ ク ル フ リ ー マ ー ケ ッ ト と 同 時 開 催 し た 環 境 フ

ェ ス テ ィ バ ル  の 中 で 、 総 合 体 育 館 に お い て  各 団 体 の 環 境 活 動 を P R  す る

パ ネ ル 展  を 開 催  し 、 多 く の 来 館 者 に 見 て い た だ く こ と が で き ま し た 。 

総 合 図 書 館 で は  5 月 に 生 物 多 様 性 、1 2  月 の 温 暖 化 防 止 月 間 に は 温 暖

化 と 気 候 変 動 に 関 す る 本 の コ ー ナ ー を 設 置 し ま し た 。 な お 、 1 2  月 の 温

暖 化 防 止 月 間 に 合 わ せ て 、 ツ イ ッ タ ー 、 フ ェ イ ス ブ ッ ク で 「 家 庭 で で きる 

省 エ ネ 」 に つ い て 紹 介  し ま し た。 ま た 、 町 広 報 紙 並 び に 町 ホ ー ム ペ ージ に 

よ る 環 境 情 報 の 発 信 は 、広

報 紙  が ７ ７ 件 、ホ ー ム ペ ー ジ

が １ ５ ４  回 で 、積 極 的 に 情

報 発 信 し ま し た 。 
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♦ 地 域 で の 環 境 教 育 ・ 環 境 学 習 の 普 及 ♦

町 主 催 や 環 境 団 体 、広 域 と の 連 携 で 行 っ た も の と し て 、川 の 生 き 物 調

査 隊 、野 鳥 観 察 会 、環 境 バ ス ツ ア ー 、ご み 減 量 化 説 明 会 、リ サ イ ク ル セ

ン タ ー 見 学 会 な ど 、 様 々 な 環 境 学 習 講 座 や 自 然 観 察 会 な ど を 行 い ま し

た 。

 ま た 、フ リ ー マ ー ケ ッ ト と 同 時 に 開 催 し て い る 環 境 フ ェ ス テ ィ バ ル の

中 で 環 境 教 室 、 環 境 活 動 P R パ ネ ル 展 な ど を 開 催 し ま し た 。  

環 境 フ ェ ス テ ィ バ ル の 参 加 人 数 の 大 幅 な 増 加 に よ り 、昨 年 度 と 比 較 し

て ３ ，０ ５ １ 人 の 増 と な り ま し た 。環 境 フ ェ ス テ ィ バ ル 以 外 の 寒 川 広 域

リ サ イ ク ル セ ン タ ー 見 学 会 な ど に つ い て は 、 若 干 の 変 動 は あ り ま す が 、

全 体 的 に 増 え て い ま す 。

◆ 環 境 活 動 の 活 発 化 ◆

多 彩 な 環 境 活 動 を 活 発 に 進 め る た め 、自 主 的 な 環 境 美 化 活 動 や 、相 模

川 美 化 キ ャ ン ペ ー ン の ほ か 、町 内 一 斉 の ま ち ぐ る み 美 化 運 動 を 実 施 し ま

し た 。こ れ ら の 美 化 活 動 に 町 民 や 事 業 所 、協 力 団 体 な ど ５ ，５ ５ ８ 人 が

参 加 し 、 約 ５ ４ ， ０ ０ ０ k g の ご み を 回 収 し ま し た 。 （ 目 久 尻 川 小 出 川

美 化 キ ャ ン ペ ー ン は 延 期 と な り 、平 成 ２ ９ 年 度 は 実 施 し ま せ ん で し た 。） 

環 境 美 化 活 動 に つ い て は 、同 一 団 体 が 年 に 数 回 実 施 す る な ど 、活 動 が

定 着 し て き た こ と が 見 受 け ら れ ま し た 。ま た 、新 規 の 団 体 の 活 動 が 伸 び

た た め 、目 久 尻 川 小 出 川 美 化 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 し な か っ た に も 関 わ ら

ず 、参 加 者 数 は 次 の 表 Ⅰ と 表 Ⅱ の 合 計 の と お り 、昨 年 度 と 比 較 し て ４ ５

人 の 増 と な り ま し た 。  

1,890 
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2,463 
2,022 
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環境学習講座や自然観察会の参加人数

参加人数
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343 384 418 328

0
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1500
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美化キャンペーンの参加者数 （表Ⅰ）

目久尻川・小出川 相模川
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② 【自然環境】 ～ 自 然 を 守 り 、 育 て る ま ち ～

◆ 野 生 動 植 物 の 生 育 ・ 生 息 環 境 の 保 全 と 創 造 ◆

・ カ ワ ラ ノ ギ ク の 保 全

神 川 橋 下 流 域 で 桂 川・相 模 川 流 域 協 議 会 が 管 理 し て い る 絶 滅 危 惧 種 カ

ワ ラ ノ ギ ク の 圃 場（ ほ じ ょ う ）で は 、適 切 な 管 理 が 行 わ れ 、圃 場 の 外 に

も 自 生 し て い る カ ワ ラ ノ ギ ク が 確 認 で き る よ う に な り ま し た 。

ま た 、平 成 2 9 年 度 に 新 た な 圃 場 を 整 備 し 、案 内 看 板 を 設 置 し ま し た 。 

・ ホ タ ル 復 活 プ ロ ジ ェ ク ト

前 年 度 に 引 き 続 き 、 目 久 尻 川 の 水 系

に お い て 、 ホ タ ル の 自 然 循 環 で の 復 活

を 促 す た め に 、 擁 壁 の 土 留 め 作 業 な ど

の 水 路 の 整 備 を 実 施 し ま し た 。  

さ む か わ エ コ ネ ッ ト が 上 流 市 か ら 譲

り 受 け た ホ タ ル の 幼 虫 を 平 成 ２ ９ 年 3

月 に 放 し 、 ５ 月 に は 成 虫 が 飛 ん で い る

こ と が 確 認 で き ま し た 。  

カ ワ ニ ナ の 生 息 状 況 を 確 認 す る な ど 生 態 系 へ の 影 響 を 考 慮 し な が ら

実 施 し て い ま す 。
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環境美化活動の参加人数と参加団体（美化キャンペーン除く） （表Ⅱ）

参加人数 参加団体
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・ 在 来 生 物 の 保 全 や 外 来 生 物 の 駆 除 等

在 来 生 物 を 脅 か す 特 定 外 来 生 物 の ア ラ イ グ マ に

つ い て は 、 町 民 や 団 体 等 と 連 携 し た 取 り 組 み を 進

め 、４ ５ 頭 捕 獲 し ま し た 。特 に 河 川 や 河 川 周 辺 で は

捕 獲 ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 を 得 て 、期 間 と 区 域 を 定 め

て 計 画 的 に ２ ０ 頭 捕 獲 し 、在 来 生 物 や 農 作 物 、生 活

上 の 被 害 防 除 に 努 め ま し た 。  

◆ 調 査 等 の 実 施 ◆

さ む か わ エ コ ネ ッ ト と の 協 働 に よ り 、町 内 に あ る 湧 水 池 を 訪 れ 、１ ５

箇 所 の 湧 水（ ゆ う す い ）調 査 を 行 い ま し た 。湧 水 量 は 全 体 的 に 減 少 傾 向

に あ り ま し た が 、私 有 地 内 の 湧 水 池 は 清 掃 が 行 き 届 き 適 切 に 管 理 さ れ て

い ま し た 。な お 、さ む か わ エ コ ネ ッ ト に よ り 、汚 れ が 目 立 っ た 公 園 内 の

湧 水 地 の 清 掃 が 行 わ れ ま し た 。ま た 、サ ギ や タ ゲ リ 、川 の 生 き 物 、昆 虫

の 調 査 を 実 施 し 、ア ユ や オ イ カ ワ 、カ ブ ト ム シ や ギ ン ヤ ン マ な ど の 多 彩

な 生 き 物 が 確 認 で き ま し た 。  

◆ 農 業 と ふ れ あ う 機 会 の 創 出 ◆

遊 休 農 地 解 消 の P R 活 動 の 一 環 と し て 、グ リ ー ン ガ ー デ ン 寒 川（ 一 之

宮 地 区 ）に お い て 、一 之 宮 愛 児 園 の 園 児 に よ る 芋 の 苗 植 え や 、収 穫 体 験

を 行 い ま し た 。ま た 、湘 南 モ ー ル フ ィ ル に お い て 湘 南 花 の 展 覧 会 を 開 催

し 、 生 産 者 と 行 政 が 一 体 と な っ て 花 の P R を 行 い ま し た 。  
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③ 【生活環境】 ～ 健 康 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち ～

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト「 き れ い な 河 川 の 再 生 」は ③【 生 活 環 境 】の 中 で 取 り

組 み を 進 め ま す 。  

◆ 下 水 道 の 整 備 ◆

汚 水 整 備 事 業 に お い て 、 約 ０ .３ ３ ｈ ａ を 整 備 し 、 公 共 下 水 道 人 口 普

及 率 を 上 げ ま し た 。

 

※ 公 共 下 水 道 人 口 普 及 率 ＝ 区 域 内 （ 下 水 道 利 用 ） 人 口 ／ 町 の 総 人 口
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◆ 水 質 汚 濁 ・ 大 気 汚 染 対 策 、 騒 音 ・ 振 動 対 策 ◆

環 境 保 全 研 修 会 や 県 と の 立 入 調 査 な ど を 活 用 し て 事 前 の 公 害 防 止 に

取 り 組 ん で い ま す 。

騒 音 や 振 動 の 苦 情 が あ っ た 場 合 は 、必 要 に 応 じ て 県 政 総 合 セ ン タ ー や

県 環 境 科 学 セ ン タ ー と 連 携 し て 指 導 を 行 っ て い ま す 。  

県 の 大 気 汚 染 デ ー タ 常 時 監 視 測 定 に よ る 、光 化 学 ス モ ッ グ 注 意 報 の 発

令 は ４ 回 で 健 康 被 害 の 報 告 は あ り ま せ ん で し た 。（ 平 成 2８ 年 度 は ３ 回 )

◆ 自 動 車 の 排 出 ガ ス 対 策 ◆

町 の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス「 も く

せ い 号 」の 運 行 は 自 家 用 車 の 使

用 低 減 に つ な が り 、自 動 車 の 排

出 ガ ス 対 策 の 一 助 と な る こ と

が 期 待 さ れ 、路 線 バ ス な ど の 公 共 交 通 網 が 行 き 届

か な い 地 域 に お け る 交 通 弱 者 対 策 も 目 的 と し て お り 、一 層 の 利 用 促 進 に

取 り 組 ん で い ま す 。  

ま た 、寒 川 駅 － 海 老 名 駅 間 の 路 線 バ ス に つ い て は 、平 成 2９ 年 ４ 月 よ

り 実 証 運 行 か ら 本 格 運 行 へ 移 行 し ま し た 。公 共 交 通 機 関 の 充 実 を 図 る こ

と で 、自 家 用 車 の 使 用 低 減 が 見 込 め 、大 気 汚 染 防 止 に つ な が る こ と が 期

待 さ れ ま す 。  

※ 平 成 ２ ９ 年 度 コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 「 も く せ い 号 」 利 用 実 績 一 覧 表

運 行 ル ー ト 名 運 行 日 数 １ 日 当 た り の 便 数 利 用 実 績

東 ル ー ト ３ ５ ９ 日 間 １ １ 便 （ 小 型 低 床 バ ス 定 員 3 4 人 ） 3 7 , 1 9 1 人

南 ル ー ト ３ ５ ９ 日 間 ４ 便 （ 小 型 車 両  定 員 ８ 人 ） 3 , 9 5 6 人

倉 見 大 村 ル ー ト ３ ５ ９ 日 間 １ ２ 便 （ 小 型 車 両  定 員 ８ 人 ） 2 5 , 1 8 2 人

◆ 監 視 ・ 調 査 の 実 施 ◆

公 共 下 水 道 人 口 普 及 率 の 向 上 や 環 境 法 令 に よ る 規 制 や 指 導 、公 害 防 止

技 術 の 確 立 な ど に よ り 、町 内 の 大 気 や 水 環 境 は 年 々 改 善 し て い ま す 。そ

の 中 で 、町 内 を 流 れ る 河 川 の 水 質 汚 濁 の 状 況 を 表 す B O D の 年 間 の 7 5％

水 質 値 は 、小 出 川 を 除 き 環 境 基 準 内 に あ り ま す 。小 出 川 の 水 質 に つ い て

は 環 境 基 準 を 超 過 し て お り 、小 出 川 の 水 質 悪 化 は 流 域 の 自 治 体 全 体 の 問

題 で あ る た め 、藤 沢 市・茅 ヶ 崎 市 の ほ か 、神 奈 川 県 も 含 め た 広 域 自 治 体

に よ る 水 質 改 善 検 討 会 を 開 き 、そ の 中 で 神 奈 川 県 の 主 導 に よ り 具 体 的 な

改 善 策 を 進 め る よ う 強 く 働 き か け を 行 い 、町 も 積 極 的 に 協 力 す る こ と と

し ま し た 。  
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ＢＯＤ環境基準適合率の推移

一之宮第２排水路(弥生橋) 目久尻川(宮山橋) 小出川(寺尾橋、大曲橋)

※B O D の環 境 基 準 の類 型 は町 内 では相 模 川 のみに設 定 されていますが、町 では他 の河 川 等 についても相 模

川 と同 じ基 準 を達 成 することを目 標 としています。

※7 5％水 質 値 とは、公 共 用 水 域 における、通 常 の状 態 （低 水 流 量 以 上 の状 態 ）に相 当 する水 質 レベルとして、

年 間 の日 間 平 均 値 の全 データをその値 の小 さなものからの順 に並 べたときの 0 . 7 5×ｎ番 目 （ｎは日 間 平 均

値 のデータ数 ）のデータ値 です。

※この報 告 書 では、町 が各 河 川 、水 路 において 1 年 間 を通 じてＢＯＤを測 定 し、環 境 基 準 に適 合 した割 合 を

「環 境 基 準 適 合 率 」として算 出 、表 示 しています。

※平 成 2 2 年 度 より相 模 川 (寒 川 取 水 堰 より下 流 )は、生 活 環 境 の保 全 に関 する環 境 基 準 (河 川 )が C 類 型 か

ら B 類 型 となり、基 準 が 5 m g / L から 3 m g / L に変 わったため、環 境 基 準 適 合 率 が下 がっていますが、濃 度 は

減 少 傾 向 にあります。

有 害 物 質 で あ る ダ イ オ キ シ ン 類 に つ い て は 、 河 川 水 質 ・ 底 質 を 毎 年 、

大 気・土 壌 を 5 年 に １ 回 調 査 し て い ま す 。平 成 ２ ９ 年 度 は 河 川 水 質・底

質 を 調 査 し 、環 境 基 準 内 で あ る こ と を 確 認 し ま し た 。河 川 水 質 の 数 値 は

全 体 的 に 減 少 し 、特 に 小 出 川（ 大 曲 橋 ）の 数 値 が 大 幅 に 改 善 さ れ ま し た

が 、 今 後 も 監 視 を 続 け て い き ま す 。

類型指定変更

Ｃ類型 （基準 5mg/L）   ⇒  Ｂ類型 （基準 3mg/L）

環境基準  

3mg/L 以下  

目標１００％ 
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※Ｔ Ｅ Ｑ （ 毒 性 等 量 ） とは 、 「 ダ イオキシン類 」 の濃 度 （毒 性 の強 さ ） を表 示 する際 に用 いられる記 号 で 、ダイオキシ

ン類 の異 性 体 ご との毒 性 強 度 と存 在 量 を考 慮 して算 出 した濃 度 です 。

◆ 悪 臭 防 止 対 策 ◆

公 害 苦 情 件 数 の 中 で 約 ３ 分 の １ を 占 め る の が

野 焼 き と な っ て い ま す 。そ の う ち 約 ２ 分 の １ が 事

業 所 に よ る も の と な っ て い る こ と か ら 、町 広 報 紙

や ホ ー ム ペ ー ジ に よ る 啓 発 の ほ か 、ツ イ ッ タ ー で

呼 び 掛 け な ど を 行 っ た 結 果 、苦 情 の 件 数 が 昨 年 度

よ り も 減 少 し ま し た 。 （ 前 年 度 比 ▲ ２ 件 ）  
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④ 【都市環境】 ～ 緑 や 文 化 を 大 切 に す る 快 適 で 安 全 な ま ち ～

◆ 公 用 地 内 の 緑 化 ◆

平 成 ２ ９ 年 度 も 引 き 続 き 川 と の ふ れ あ い 公 園 の イ ベ ン ト 広 場 （ 芝 生

エ リ ア ）南 側 横 の 花 壇 の 整 備 を 行 い ま し た 。多 く の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々

の ご 協 力 に よ り 四 季 折 々 の 花 々 が 植 え ら れ て 、川 と の ふ れ あ い 公 園 の 新

た な 魅 力 の 一 つ と な り ま し た 。  

◆ 民 有 地 内 の 緑 化 ◆

緑 化 フ ェ ア に 来 場 さ れ た 方 に 竹 を 材 料 と し た「 ぶ ん ぶ ん ゴ マ 」を 作 成

し て い た だ き ま し た 。町 民 の み ど り へ の 意 識 向 上 等 に つ な が る よ う 、今

後 も 体 験 コ ー ナ ー を 継 続 し て い き ま す 。ま た 、緑 化 推 進 ポ ス タ ー コ ン ク

ー ル の 展 示 も 併 せ て 行 い ま し た 。  
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◆ 散 乱 ご み ・ 不 法 投 棄 対 策 ◆

町 内 の 協 力 企 業 や 県 な ど と 連 携 し 、 不 法

投 棄 パ ト ロ ー ル を 毎 月 （ 4 月 を 除 く ） 実 施

し ま し た 。特 に 不 法 投 棄 が 多 い 場 所 に 対 し 、

新 た な 監 視 カ メ ラ の 設 置 を 県 に 要 望 し 実 現

し ま し た 。  

「 住 み よ い 環 境 を 守 り 育 て る ま ち づ く り 条 例 」に つ い て 、最 近 地 域 か

ら の 苦 情 の 多 い 猫 の フ ン に 対 応 す る た め 、条 例 の 趣 旨 を 町 民 に 広 く 啓 発

す る こ と を 目 的 に 、ポ ス タ ー の 募 集 、「 ポ イ 捨 て 」や「 フ ン 放 置 の 禁 止 」

啓 発 看 板 の 配 付 等 を 行 い ま し た 。  

ま た 、多 く の 方 が 来 場 し た ニ コ ニ コ フ リ ー マ ー ケ ッ ト の 中 で 条 例 の 啓

発 キ ャ ン ペ ー ン を 行 う こ と で 、 広 く 啓 発 す る こ と が で き ま し た 。  

⑤【資源・エネルギー、地球環境】

～ エ ネ ル ギ ー ・ 水 ・ も の を 大 切 に し た 地 球 環 境 に や さ し い ま ち ～

重 点 プ ロ ジ ェ ク ト「 ご み 減 量 と リ サ イ ク ル の 推 進 」、「省 エ ネ ル ギ ー と

地 球 温 暖 化 防 止 へ の 取 り 組 み 」は ⑤【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、地 球 環 境 】の

中 で 取 り 組 み を 進 め て い ま す 。  

◆ ご み 発 生 の 抑 制（ 事 業 系 を 含 め た 一 般 廃 棄 物 ）、再 利 用・リ サ イ ク ル

の 推 進 ◆

ご み の 排 出 量 は 、資 源 物 が 若 干 増 加 し ま し た が 、可 燃 ご み（ 主 に 家 庭

か ら の も の ） や 、 そ の 他 の ご み の 量 が 減 少 し て 、 年 間 総 排 出 量 は １ ３ ，

８ ２ ８ ｔ と な り 、昨 年 度 と 比 較 し て １ ０ ９ ｔ 減 少 し ま し た 。町 民 の 方 や

町 内 事 業 者 の ご 協 力 に よ り 、町 の ご み 総 排 出 量 は 過 去 も っ と も 少 な く な
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り ま し た 。 今 後 も よ り 一 層 ご み の 減 量 化 に 努 め て ま い り ま す 。

※上 記 の円 グラフ 「 組 成 分 析 」について

・ 「 町 のごみ総 排 出 量 の推 移 」 の グ ラフにおける 「 可 燃 ごみ 」 を分 析 した ものではあ り ません 。あ る特 定 の調 査

日 に収 集 したごみを 、無 作 為 に抽 出 した収 集 運 搬 車 から 1 0 ｋ ｇ 以 上 、合 計 2 0 0 ｋ ｇ を採 取 し 、袋 詰 めのご

みの中 身 を取 り出 し 、十 分 に混 合 しつつ四 分 法 によ り数 回 縮 分 し 、最 終 的 に試 料 と して 1 0 ｋ ｇ を採 取 し

て分 析 を行 います 。  

・ 調 査 時 点 は 、平 成 2 9 年 7 月 3 1 日 及 び平 成 3 0 年 1 月 2 2 日 で 、その平 均 値 を掲 載 しています 。

組 成 分 析 で は 、 紙 な ど の 資 源 物 が

可 燃 ご み と し て 多 く 出 さ れ て い る た

め 、 「 ゴ ミ 野 ゲ ン ゾ ウ 見 聞 録 」  

を 広 報 に は さ み 込 み 、 ご み の 分 別 方

法 な ど を 啓 発 し ま し た 。 ま た 、 2 番

目 に 多 い 厨 芥 類 の 減 量 が 見 込 め る キ

エ ー ロ （ 消 滅 型 生 ご み 処 理 器 ） の 販

売 を 平 成 2 6 年 度 か ら 開 始 し 、 少 し
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ず つ 家 庭 へ 導 入 し て お り ま す 。

な お 、町 で は ご み の 処 理 の た め に 年 間 で 約 ４ 億 ５ ０ ０ ０ 万 円 も の 多 額

の 費 用 が 発 生 し て い る こ と か ら 、こ の 組 成 分 析 の 結 果 を 公 表 し 、よ り 一

層 の 分 別 と ご み の 減 量 化 に 取 り 組 ん で い た だ く よ う 周 知 啓 発 し ま し た 。 

 ま た 、さ ら な る 廃 棄 物 の 再 資 源 化 の 促 進 の た め に 、平 成 ２ ９ 年 ４ 月 よ

り 不 燃 ご み と し て 収 集 し て い た 蛍 光 灯・水 銀 式 体 温（ 血 圧 ）計 を 資 源 物

と し て 回 収 す る こ と と し ま し た 。  

◆ 省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 ◆

省 エ ネ ル ギ ー 機 器 の 導 入 と 合 わ せ て 、職 員 へ 節 電 や ク ー ル ビ ズ 、ノ ー

カ ー デ ー な ど を 啓 発 し ま し た 。

町 の 省 エ ネ ル ギ ー 取 り 組 み と し て 、 平 成 2 5 年 度 か ら 平 成 2 7 年 度 に

か け て 、町 役 場 庁 舎 や 各 小 中 学 校（ 主 に 体 育 館 ）、各 公 民 館 や 消 防 本 部 、

防 犯 灯 な ど へ の L E D 照 明 の 導 入 が 完 了 し ま し た 。 総 合 体 育 館 や 総 合 図

書 館 な ど の 未 導 入 施 設 に つ き ま し て は 、大 規 模 改 修 な ど の 機 会 に 合 わ せ

て 導 入 を 検 討 し て ま い り ま す 。

ま た 、 平 成 2 9 年 度 に つ き ま し て は 、 町 民 セ ン タ ー 1 階 ロ ビ ー や 、 消

防 本 部 の 老 朽 化 し た 空 調 機 を 、 省 エ ネ 型 の 空 調 機 に 更 新 を 行 い ま し た 。 

※ 町 役 場 は 2 5 年 度 に L E D 照 明 を 導 入 し ま し た が 、平 成 2 6 年 度 に 空 調

機 を 更 新 し 、 灯 油 を 使 用 す る ボ イ ラ ー か ら 電 気 式 に 切 り 替 え た た め 、

そ の 分 の 電 気 使 用 量 が 増 と な っ て い ま す 。

※ 小 中 学 校 は 平 成 2 5 年 度 か ら 平 成 2 7 年 度 に か け て 、 小 谷 小 学 校 、 寒

川 小 学 校 、 旭 が 丘 中 学 校 を 除 い て 体 育 館 の み L E D 照 明 を 導 入 し た た

め 、 削 減 効 果 は 限 定 的 で す 。

※ 公 民 館 、 消 防 本 部 及 び 防 犯 灯 は 平 成 2 6 年 度 に L E D 照 明 を 導 入 し ま

し た 。 な お 、 防 犯 灯 の 電 気 使 用 量 は 推 計 値 を 掲 載 し て い ま す 。

630 583 599 605 630 630 

1,133 1,225 1,165 1,142 1,130 1,180 

341 333 

295 
261 260 288 

16 
16 14 15 14 10 

489 581 

357 

145 147 
151 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

H24 H25 H26 H27 H28 H29

電気使用量（Mwh/年）

町公共施設電気使用量の推移

町役場 小中学校 公民館 消防本部 防犯灯

16



387

518

700

859

973 1009
1053

94
200

264
341

401

437

481

0

200

400

600

800

1000

1200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

太陽光発電導入累計件数

町内導入累計件数 町補助累計件数

※ 上 記 電 気 料 金 の 削 減 効 果 に は 、 P P S（ 特 定 規 模 電 力 事 業 者 ）と の 電 力

需 給 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 に よ る 減 額 分 も 含 ま れ て い ま す 。

◆ 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 促 進 ◆

平 成 2 1 年 度 か ら 太 陽 光 発 電 シ ス

テ ム 設 置 へ の 補 助 を 開 始 し 、 町 内 で

の 導 入 数 が 毎 年 増 加 し て い ま す 。  

ま た 、 家 庭 用 燃 料 電 池 シ ス テ ム （ エ

ネ フ ァ ー ム ） 設 置 へ の 補 助 を 平 成 2

６ 年 度 か ら 開 始 し 、 平 成 ２ ９ 年 度 は

１ ０ 件 の 募 集 件 数 に 対 し 、 交 付 件 数

は ９ 件 と な り ま し た 。  

※町 内 導 入 累 計 件 数 について

従 前 に情 報 提 供 を得 ていた東 京 電 力 （株 ） パワーグ リ ッ ド よ り 、電 力 の自 由 化 以 降 は情 報 提 供 できないと

の こ とであったため 、 H 2 9 年 度 においては 、 H 2 8 年 度 までの町 内 導 入 累 計 件 数 （ 1 , 0 0 9 件 ） に H 2 9 年 度 の導

入 件 数 （ 4 4 件 ） を合 算 した件 数 （ 1 , 0 5 3 件 ） を記 載 する方 式 といた し ま した 。  

◆ 低 炭 素 社 会 形 成 に 向 け た 活 動 ◆

藤 沢 市 、 茅 ヶ 崎 市 と の ２ 市 １ 町 で 構 成 す る 湘 南 広 域 都 市 行 政 協 議 会

広 域 環 境 部 会（ 愛 称：湘 南 エ コ ウ ェ ー ブ ）に お い て 、地 球 温 暖 化 防 止 対

策 に つ な が る 様 々 な 環 境 学 習 事 業 を 行 い ま し た 。  

森 林 で の 生 き 物 観 察 な ど を 通 し て 緑 の 大 切 さ を 学 ぶ 「 み ど り の 保 全

セ ミ ナ ー・森 を 知 ろ う 」、親 子 で 先 進 的 な 環 境 活 動 に 取 り 組 む 事 業 所 等

を 見 学 す る「 親 子 環 境 バ ス ツ ア ー 」、同 じ く 、１ ８ 歳 以 上 を 対 象 に 先 進

的 な 環 境 活 動 に 取 り 組 む 事 業 所 等 を 見 学 す る「 環 境 バ ス ツ ア ー 」な ど を

実 施 し ま し た 。  

15,030 15,038 15,790 13,503 

11,554 12,122 

27,767 

29,818 30,940 

26,749 

22,168 

23,625 

8,754 9,067 8,156 
6,231 4,987 5,713 

321 379 350 315 245 197 

10,740 12,076 9,089 

5,420 
5,013 5,409 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29

電気料金（千円／年）

町公共施設電気料金の推移

町役場 小中学校 公民館 消防本部 防犯灯

算定方式変更  
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ま た 、ク ー ル シ ェ ア ス ポ ッ ト と し て 登 録 さ れ た 寒 川 総 合 図 書 館 、町 民

セ ン タ ー 、北 部 公 民 館 、南 部 公 民 館 の ４ 施 設 に お い て 、ひ と り １ 台 の エ

ア コ ン 使 用 を や め 、涼 し い 場 所 を み ん な で シ ェ ア す る よ う 周 知 啓 発 し ま

し た 。

※ 上 記 の 二 酸 化 炭 素 排 出 量 に つ い て は 、町 役 場 の 電 気 使 用 量 の み に よ

る も の で は な く 、公 用 車 の ガ ソ リ ン 使 用 量 等 に よ る 二 酸 化 炭 素 排 出

量 も 含 ま れ て い ま す 。

782 

630 630 

583 
599 605 630 630 

388 

339 327 292 
264 251 270 263 

0
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700
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900

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

二酸化炭素排出量

（t-co2/年）電気使用量

（Mwh/年）

町役場の電気使用量・二酸化炭素排出量

町役場の電気使用量 二酸化炭素排出量

18



４．第2次寒川町環境基本計画　総括評価

①基本目標の評価（16の目標）

評価 個数

4 10

3 6

2 0

1 0

②重点プロジェクトの評価（3つのプロジェクト）

評価 個数

◎ 3

○ 0

× 0

－ 0

取組が進んでいる

現状維持

取組が進んでいない、取り組んでいない、後退している

評価ができない

評価の説明

取組はしていない

　「寒川町が目指す望ましい環境像」を実現するため、５つの基本方針に基づ
く１６の基本目標を設定し、また、特に中長期的な取り組みや、優先度の高い
取り組みなどについては、３つの重点プロジェクトとして取り組んでおり、こ
こでは平成29年度における取り組みについて、それぞれ総括評価しています。
　総括評価からは、基本目標では「目標を達成」、または「ほぼ達成」となっ
ており、また、重点プロジェクトも取り組みが進んでいるという総括結果と
なっています。
　本計画は、計画期間を平成32年度までとし、前期・中期・後期と3年ごとに
達成状況を確認することとなっているため、今回の評価は、中期目標（平成２
９年度）に対する平成29年度中の取組状況を評価したものです。

評価の説明

目標を達成

ほぼ目標を達成

取組は進めているが目標は達成していない
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

↓

さ
む
か
わ
エ
コ
ネ
ッ
ト
登
録
人

数
↑

環
境
美
化
活
動
の
実
施
団
体
等
○

環
境
課

4

協
働

文
化

推
進
課

4

環
境
課

環
境
美
化
活
動
の
参
加
人
数

○

3

3

環
境
課

５
．
第
2
次
寒
川
町
環
境
基
本
計
画
　
　
体
系
と
評
価

4

産
業

振
興
課

3

学
校

教
育
課

4

高
齢

介
護
課

4

教
育
総
務
課

4

環
境
課

4

産
業

振
興
課

2

環
境
課

環
境
学
習
講
座
や
自
然
観
察
会

の
参
加
人
数
（
環
境
課
事
業
）

（ 望 ま し い 環 境 像 ） み ん な で つ く る み ど り 豊 か で 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

① 【 参 加 と 協 働 】 環 境 の 保 全 と 創 造 に 積 極 的 に 取 り 組 む 暮 ら し

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

２
．
町
職
員
に
対
す
る
環
境
教
育
・
職
員
研
修
を
推
進
し
ま
す

３
．
環
境
分
野
に
お
け
る
地
域
間
交
流
を
促
進
し
ま
す

３
．
児
童
・
生
徒
の
自
主
的
な
環
境
活
動
を
支
援
し
ま
す

環
境
課

環
境
課

3

環
境
課

教
育
総
務
課

3

環
境
課

教
育
総
務
課

3

教
育
総
務
課

4

環
境
課

3

学
校

教
育
課

3

学
校

教
育
課

3

協
働

文
化

推
進
課

3
4

環
境
課

4

協
働

文
化

推
進
課

3

学
校

教
育
課

2

環
境
課

環
境
課

４
．
学
校
で
の
環
境
教
育
・
環
境
学
習
と
、
環
境
団
体
の
連
携
を
支
援
し
ま
す

4

１
．
環
境
に
関
す
る
講
演
会
等
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

２
．
学
校
に
お
け
る
環

境
教
育
の
充
実

4

環
境
課

２
．
中
小
事
業
所
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
認
証
取
得
を
支
援
し
ま

す ３
．
町
民
や
団
体
が
行
う
環
境
活
動
を
支
援
、
協
力
し
ま
す

１
．
町
民
や
団
体
の
自
主
的
な
環
境
活
動
の
促
進
の
た
め
、
活
動
場
所
（
会
議

室
等
）
を
提
供
し
ま
す

２
．
県
や
近
隣
自
治
体
、
関
係
団
体
の
連
携
に
よ
り
環
境
活
動
の
広
域
的
展
開

を
図
り
ま
す

★ １
．
環
境
活
動
の
活
発

化
3

★ ２
．
環
境
団
体
の
育

成
・
活
動
促
進

44

１
．
環
境
情
報
の
収
集
、
整
理
に
努
め
ま
す

１
．
環
境
報
告
書
を
公
表
し
ま
す

２
．
環
境
情
報
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
置
し
ま
す

３
．
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
環
境
情
報
を
発
信
し
ま
す

４
．
環
境
学
習
教
材
等
の
収
集
と
活
用
を
図
り
ま
す

５
．
「
環
境
行
動
指
針
」
を
見
直
し
周
知
を
図
り
ま
す

２
．
環
境
関
連
施
設
の
見
学
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す

３
．
生
涯
学
習
人
材
登
録
制
度
を
活
用
し
、
環
境
活
動
を
進
め
る
人
材
の
育
成

と
活
用
を
図
り
ま
す

１
－
１

　
環
境
に
関
す
る
情
報

を
収
集
し
、
発
信
す
る

4

１
－
２

　
環
境
教
育
・
環
境
学

習
を
進
め
る

4

１
－
３

　
多
彩
な
環
境
活
動
を

活
発
に
進
め
る

4

環
境
関
連
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
回
数

３
．
地
域
で
の
環
境
教

育
・
環
境
学
習
の
普
及

4

町
内
事
業
者
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
社
数

第
2
次
寒
川
町
環
境
基
本
計
画
の
環
境
施
策
の
方
向
性
の
考
え
方
を
基
に
、
評
価
は
、
施
策
の
取
組
方
針
ご
と
に
各
担
当
課
が
評
価
し
、
そ
の
結
果
か
ら
施
策
の
体
系
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
指
標
の
評
価
結
果
か
ら
基
本
目
標
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

○ ○

広
報
紙
で
の
環
境
関
連
記
事
掲

載
件
数

１
．
町
役
場
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す

基
本

方
針

基
本
目
標

２
．
環
境
情
報
の
公
表

4

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

3

環
境
課

4 4

２
．
学
校
で
の
環
境
教
育
・
環
境
学
習
を
支
援
し
ま
す

１
．
環
境
調
査
や
体
験
学
習
な
ど
を
取
り
入
れ
た
環
境
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

１
．
環
境
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
提
供
と
参
加
へ
の
呼
び
か
け
を
進
め
ま
す

担
当
課
の
評
価

4

環
境
課

3

3
8

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

3
3

3
3

3
3

3
4

3
4

3
4

3
5

3
5

環
境
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
（
企
画

展
示
）

環
境
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
（
常

設
）

○○○
教
育
総
務
課

3
4

環
境
課

4

教
育
総
務
課

１
．
環
境
に
関
す
る
生

涯
学
習
機
会
の
創
出

4

3
8

3
9

3
9

3
9

１
．
環
境
情
報
の
収

集
・
整
理

3

3
5

3
6

3
6

3
6

3
6

3
7

3
7

3
7
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

産
業
振
興
課

3

保
存
樹
木
指
定
本
数

保
存
樹
林
指
定
面
積

↓↓

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

3

学
校
教
育
課

１
．
家
庭
菜
園
の
利
用
促
進
を
継
続
し
ま
す

２
．
農
業
体
験
学
習
を
支
援
し
ま
す

３
．
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す

４
．
他
の
事
業
と
の
連
携
に
よ
り
農
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す

3

農
政
課

3

農
政
課

環
境
課

4

２
．
農
業
後
継
者
を
育
成
し
ま
す

３
．
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進
し
ま
す

４
．
農
道
、
農
業
用
排
水
路
整
備
の
際
に
は
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
ま
す

４
．
学
校
給
食
に
地
域
の
安
全
な
農
産
物
の
使
用
を
進
め
ま
す

家
庭
菜
園
区
画
数

農
産
物
直
売
施
設
数

新
規
就
農
者
数
（
累
計
）

4

学
校
教
育
課

②         【 自 然 環 境 】 　 　 自 然 を 守 り 、 育 て る ま ち

２
－
２

　
農
地
を
守
り
、
活
用

す
る

3

↑

都
市
計
画
課

3

都
市
計
画
課

3

農
政
課

農
政
課

4

産
業
振
興
課

4

環
境
課

3

農
政
課

3

３
．
町
民
参
加
に
よ
る
樹
木
・
樹
林
の
維
持
・
管
理
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す

3

農
政
課

4

農
政
課

農
政
課

3

農
政
課

3

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

１
．
緑
地
・
河
川
・
湧
水
等
の
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す

２
．
自
然
観
察
で
き
る
場
所
の
整
備
に
努
め
ま
す

２
．
自
然
観
察
会
の
開
催
な
ど
、
野
生
動
植
物
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
知
識

の
普
及
を
進
め
ま
す

３
．
外
来
種
や
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

４
．
樹
林
地
や
樹
木
の
分
布
に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
ま
す

５
．
緑
に
つ
い
て
の
計
画
を
見
直
し
ま
す

１
．
地
域
の
農
業
育
成
と
地
場
農
産
物
の
品
質
向
上
を
推
進
し
ま
す

２
．
農
産
物
直
売
所
の
情
報
提
供
に
よ
る
利
用
促
進
に
努
め
ま
す

4

環
境
課

3

都
市
計
画
課

基
本

方
針

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

１
．
農
業
の
推
進

3

３
．
直
接
販
売
や
契
約
栽
培
な
ど
の
流
通
を
推
進
し
ま
す

１
．
定
期
的
に
町
内
の
動
植
物
の
生
息
・
生
育
状
況
を
調
査
し
ま
す

１
．
保
存
樹
林
・
樹
木
指
定
制
度
等
に
よ
る
樹
林
・
樹
木
の
保
全
に
努
め
ま
す

２
．
緑
化
基
金
の
充
実
を
図
り
ま
す

2

都
市
計
画
課

2

都
市
計
画
課

2

都
市
計
画
課

3

都
市
計
画
課

4

環
境
課

3

１
．
農
地
の
流
動
化
及
び
集
約
化
を
促
進
し
ま
す

3

農
政
課

農
政
課

3

↓○↓

★ １
．
野
生
動
植
物
の
生

育
・
生
息
環
境
の
保
全

と
創
造

3

２
．
樹
木
、
樹
林
地
の

保
全

2

★ ３
．
調
査
等
の
実
施

3

３
．
農
業
と
ふ
れ
あ
う

機
会
の
創
出

4

２
．
農
作
物
の
地
産
地

消
の
推
進

3

２
－
１

　
生
き
物
と
生
息
空
間

を
守
る

3

↑○

自
然
環
境
保
全
地
域
面
積

町
緑
の
保
全
地
区
の
指
定

○→

4
0

4
0

4
0

4
0

4
0

遊
休
農
地
面
積

4
1

4
1

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

4
1

4
1

4
1

4
3

4
4

4
4

4
2

4
2

4
2

4
2

4
3

4
3

4
3

4
3

4
3

農
業
基
盤
整
備
受
益
面
積

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
制
度
認
定
農

家
数
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

3

○

３
－
２

　
近
隣
公
害
を
防
ぐ

4

③      【 生 活 環 境 】 　 　 健 康 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち

１
．
騒
音
・
振
動
対
策

3

５
．
生
活
騒
音
等
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
啓
発
し
ま
す

４
．
公
共
工
事
に
お
い
て
騒
音
・
振
動
へ
の
配
慮
を
徹
底
し
ま
す

３
．
工
場
、
事
業
所
、
建
設
作
業
等
に
お
け
る
騒
音
・
振
動
防
止
の
指
導
を
行

い
ま
す

倉
見
拠
点
づ
く
り
課

3

環
境
課

4

環
境
課

4

道
路
課

3

都
市
計
画
課

3

環
境
課

3

環
境
課

4

環
境
課

3

環
境
課

4

都
市
計
画
課

２
．
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
、
生
活
道
路
へ
の
通
過
交
通
量
を
削
減
し
ま

す１
．
道
路
面
の
適
正
な
維
持
・
管
理
に
努
め
ま
す

６
．
鉄
道
騒
音
な
ど
に
つ
い
て
は
適
切
な
対
応
窓
口
を
紹
介
し
、
必
要
に
応
じ

連
携
し
ま
す

4

環
境
課

3

環
境
課

4

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

道
路
交
通
騒
音
の
環
境
基
準
達

成
率

○

基
本

方
針

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

下
水
道
課

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

３
－
１

　
空
気
と
水
を
き
れ
い
に

す
る

4

★ １
．
下
水
道
の
整
備

★ ２
．
水
質
汚
濁
・
大
気

汚
染
対
策

３
．
自
動
車
の
排
出
ガ

ス
対
策

町
内
に
お
け
る
電
気
自
動
車
累

計
台
数

工
場
、
事
業
所
か
ら
の
排
水
基

準
の
適
合
率

↓

道
路
交
通
振
動
の
要
請
限
度
達

成
率

○

★ ４
．
監
視
・
調
査
の
実

施

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

S
P
M
の
各
測
定
箇
所
で
の
環

境
基
準
達
成
率

N
O
2
の
各
測
定
箇
所
で
の
環

境
基
準
達
成
率

B
O
D
環
境
基
準
適
合
率

（
目
久
尻
川
、
小
出
川
、
一
之

宮
第
二
排
水
路
）

公
共
下
水
道
水
洗
化
率

（
下
水
道
供
用
済
人
口
比
）

公
共
下
水
道
人
口
普
及
率

○
4
6

4
7

4
7

4
7

4
7

4
7

4
8

4
8

4
8

○ ↓ ○↑
4
5

4
5

4
5

4
6

4
6

4
6

4
6

4
6

４
．
県
、
近
隣
自
治
体
・
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
河
川
流
域
で
の
水
質
汚

濁
防
止
と
大
気
汚
染
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

３
．
町
民
へ
生
活
排
水
に
対
す
る
配
慮
や
大
気
汚
染
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
を

行
い
ま
す

２
．
水
質
事
故
・
水
質
汚
濁
、
大
気
汚
染
の
原
因
究
明
と
発
生
防
止
に
努
め
ま

す

4
２
．
大
気
調
査
の
実
施
・
県
大
気
測
定
局
の
常
時
監
視
を
継
続
し
、
状
況
を
把

握
し
ま
す

１
．
河
川
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
調
査
を
実
施
し
ま
す

4

３
．
河
川
へ
幹
線
か
ら
の
浮
遊
物
の
流
入
を
防
止
す
る
た
め
、
ス
ク
リ
ー
ン
な

ど
を
適
切
に
管
理
し
ま
す

２
．
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
推
進
し
ま
す

１
．
下
水
道
事
業
計
画
に
基
づ
き
下
水
道
の
整
備
を
進
め
ま
す

下
水
道
課

4

５
．
農
業
排
水
に
関
連
す
る
指
導
啓
発
等
を
実
施
し
ま
す

4

下
水
道
課

4

下
水
道
課

4

環
境
課

4

環
境
課

町
民
安
全
課

43

農
政
課

3

環
境
課

4

環
境
課

4

３
．
公
共
自
転
車
駐
車
場
の
利
便
性
を
向
上
し
、
自
転
車
利
用
を
促
進
し
ま
す

２
．
電
気
自
動
車
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

１
．
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
や
、
低
公
害
車
の
利
用
を
促
進
し
ま
す

１
．
県
と
連
携
し
、
工
場
・
事
業
所
か
ら
の
排
水
・
排
出
ガ
ス
の
確
認
指
導
を

行
い
ま
す

4

４
．
公
共
交
通
機
関
の
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す

4
8

4
9

4
9

下
水
道
課

4

道
路
課

4
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

農
政
課

3

１
．
土
壌
汚
染
・
地
下
水
汚
染
の
状
況
把
握
に
努
め
ま
す

44

下
水
道
課

4

２
．
地
盤
沈
下
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

３
－
３

　
土
壌
汚
染
や
地
下
水
汚

染
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ

3

１
．
土
壌
・
地
下
水
汚

染
対
策

２
．
地
下
水
保
全
対
策

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

4
１
，
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
す

4 4

環
境
課

4

環
境
課

3

環
境
課

4

農
政
課

3

環
境
課

4

環
境
課

環
境
課

環
境
課

4

農
政
課

3

環
境
課

4

道
路
課

4

3

４
．
地
下
水
に
関
す
る
情
報
提
供
に
努
め
ま
す

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

③ 　 　 　 　 　 　 　 【 生 活 環 境 】 　 　 健 康 で 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち基
本

方
針

３
．
監
視
・
調
査
の
実

施１
．
有
害
化
学
物
質
に

関
す
る
情
報
提
供

3
１
．
有
害
化
学
物
質
に
関
す
る
情
報
収
集
と
情
報
提
供
を
行
い
ま
す

２
．
有
害
化
学
物
質
の

排
出
防
止

4
２
．
農
薬
・
除
草
剤
等
の
適
正
な
使
用
に
つ
い
て
啓
発
し
ま
す

１
．
県
と
連
携
し
、
工
場
・
事
業
所
の
化
学
物
質
使
用
状
況
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
発
生
抑
制
の
確
認
指
導
を
行
い
ま
す

３
．
監
視
・
調
査
の
実

施
4

３
．
地
下
水
の
揚
水
量
、
地
下
水
位
の
状
況
を
把
握
し
ま
す

4
１
．
環
境
保
全
協
定
に
基
づ
き
事
業
者
と
連
携
し
て
公
害
防
止
に
努
め
ま
す

２
．
屋
外
燃
焼
行
為
に
よ
る
迷
惑
防
止
に
つ
い
て
啓
発
し
ま
す

１
．
工
場
、
事
業
所
、
畜
産
な
ど
に
お
け
る
悪
臭
防
止
に
つ
い
て
指
導
、
啓
発

を
行
い
ま
す

4

３
．
県
と
の
連
携
に
よ
る
土
壌
及
び
地
下
水
汚
染
の
適
切
な
指
導
・
対
策
を
実

施
し
ま
す

２
．
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
に
よ
る
土
壌
・
地
下
水
へ
の
負
荷
低
減
効
果
を

周
知
し
ま
す

１
．
事
業
者
な
ど
へ
土
壌
汚
染
や
地
下
水
汚
染
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
・
周
知

啓
発
を
行
い
ま
す

３
．
道
路
排
水
の
地
下
浸
透
を
図
り
ま
す

２
．
雨
水
の
敷
地
内
浸
透
の
促
進
を
図
り
ま
す

１
．
地
下
水
涵
養
機
能
が
あ
る
農
地
・
樹
林
地
を
保
全
し
ま
す

農
政
課

3

環
境
課

環
境
課

4

３
．
日
常
生
活
に
よ
る
臭
気
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
啓
発
し
ま
す

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

○○

３
－
４

　
有
害
化
学
物
質
に
よ
る

汚
染
を
防
ぐ

4

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
底
質

調
査
に
お
け
る
最
大
値

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
土
壌

調
査
に
お
け
る
最
大
値

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
水
質

調
査
に
お
け
る
最
大
値

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
大
気

調
査
に
お
け
る
最
大
値

○ｰ○ｰ

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
の
公

害
苦
情
件
数

臭
気
の
規
制
基
準
値
の
達

成
状
況

３
．
監
視
・
調
査
の
実

施 ４
．
環
境
保
全
協
定
に

よ
る
公
害
防
止

環
境
課

4
9

4
9

4
9

4
9

4
9

4
9

4
２
．
臭
気
調
査
を
実
施
し
ま
す

１
．
道
路
交
通
騒
音
・
振
動
の
調
査
を
実
施
し
ま
す

２
．
悪
臭
防
止
対
策

3

5
1

3

農
政
課

3

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

4

環
境
課

4

都
市
計
画
課

3

5
2

5
2

5
2

5
2

３
－
２

　
近
隣
公
害
を
防
ぐ

5
0

5
0

5
0

5
0

5
0

5
1

5
1

5
1

5
1

地
下
水
の
環
境
基
準
適
合
率

（
4
年
毎
の
県
の
メ
ッ
シ
ュ
調

査
井
戸
に
お
け
る
適
合
率
）

地
盤
沈
下
の
状
況

○↓
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

都
市
計
画
課

3

都
市
計
画
課

3

１
．
生
垣
な
ど
身
近
な
場
所
で
の
緑
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

都
市
計
画
課

3

環
境
課

4

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

4

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

④ 　 　 　 　 　 　 【 都 市 環 境 】 　 　 緑 や 文 化 を 大 切 に す る 快 適 で 安 全 な ま ち

４
－
３
　
美
し
く
、
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
を
つ
く

る
443

4

産
業
振
興
課

３
．
開
発
時
な
ど
に
お
け
る
緑
化
を
指
導
し
ま
す

２
．
町
民
及
び
事
業
者
に
よ
る
緑
化
活
動
を
推
進
し
ま
す

環
境
課

4

農
政
課

４
－
１

　
身
近
な
緑
を
守
り
、
育

て
る

２
．
民
有
地
内
の
緑
化

3

担
当
課
の
評
価

都
市
計
画
課

3

都
市
計
画
課

3

3

４
．
町
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
公
園
等
の
維
持
管
理
を
推
進
し
ま
す

３
．
公
共
施
設
の
緑
化
を
進
め
ま
す

２
．
街
路
樹
な
ど
、
緑
地
帯
の
適
切
な
維
持
・
管
理
を
進
め
ま
す

１
．
公
園
整
備
を
進
め
ま
す

都
市
計
画
課

3

道
路
課

3

都
市
計
画
課

3 3

4

3

都
市
計
画
課

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

３
．
ご
み
集
積
場
で
の
散
乱
を
防
止
し
ま
す

２
．
不
法
投
棄
防
止
対
策
を
進
め
ま
す

１
．
公
用
地
内
の
緑
化

★ １
．
水
辺
環
境
の
保
全

と
整
備

１
．
美
し
い
景
観
の
保

全
と
創
出

★ ２
．
散
乱
ご
み
・
不
法

投
棄
対
策

農
政
課

3

環
境
課

3

3

５
．
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
検
討
を
行
い
ま
す

４
．
遊
休
農
地
等
を
活
用
し
た
景
観
作
物
の
栽
培
な
ど
を
進
め
ま
す

３
．
落
書
き
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
の
啓
発
を
図
り
ま
す

２
．
電
線
類
の
地
中
化
に
取
り
組
み
ま
す

１
．
自
然
環
境
と
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
文
化
的
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す

教
育
総
務
課

3

道
路
課

4

基
本

方
針

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

緑
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

1
人
当
た
り
の
公
園
面
積

都
市
計
画
区
画
面
積
に
対

す
る
緑
地
の
割
合

↓○↓

5
3

5
3

5
3

5
3

5
3

5
4

5
4

→ ↑

電
線
共
同
溝
整
備
道
路
指

定
区
間
延
長

5
8

親
水
護
岸
の
箇
所
数

小
出
川
の
多
自
然
型
河
川

工
法
に
よ
る
整
備
延
長

河
川
を
活
用
し
た
事
業
実

施
回
数

（
他
団
体
と
の
連
携
含

む
）

都
市
計
画
課

3
４
－
２
　
水
辺
を
守
り
、

親
し
む

★ ２
．
水
辺
と
町
民
の
ふ

れ
あ
い
創
出

4

３
．
関
係
機
関
や
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
河
川
流
域
で
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す

２
．
水
辺
環
境
に
ふ
れ
あ
え
る
機
会
を
創
出
し
ま
す

１
．
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
水
辺
の
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す

環
境
課

都
市
計
画
課

農
政
課

43

３
．
町
内
の
湧
水
地
の
状
況
を
把
握
し
、
保
全
活
用
を
検
討
し
ま
す

２
．
農
業
用
排
水
路
な
ど
の
整
備
に
お
い
て
、
水
辺
環
境
に
配
慮
し
ま
す

１
．
河
川
改
修
工
事
に
お
い
て
、
関
係
機
関
へ
必
要
に
応
じ
環
境
配
慮
を
求
め

ま
す

都
市
計
画
課

3

→○

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
不
法
投
棄
確
認
箇
所

数

5
5

5
5

5
5

5
5

5
6

5
6

5
7

5
7

5
7

5
8

○

4
3

都
市
計
画
課

3

環
境
課

４
．
ペ
ッ
ト
の
糞
は
放
置
し
な
い
よ
う
啓
発
し
ま
す

１
．
ポ
イ
捨
て
防
止
の
啓
発
を
進
め
ま
す

5
8

5
8

5
8

5
8

都
市
計
画
課

3
4
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

１
．
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

道
路
課

4

駅
周
辺
整
備
事
務

所 4

倉
見
拠
点
づ
く
り

課

環
境
課

4

環
境
課

4

環
境
課

4

2

2

対
象
な
し

２
．
県
と
連
携
し
公
害
防
止
施
設
等
を
把
握
し
、
有
害
化
学
物
質
な
ど
の
適
切

な
管
理
に
つ
い
て
確
認
し
ま
す

4
２
．
ま
ち
ぐ
る
み
美
化
運
動
や
河
川
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す

１
．
自
治
会
・
企
業
・
学
校
な
ど
で
の
環
境
美
化
活
動
等
を
支
援
し
ま
す

町
道
維
持
工
事
着
手
率

（
9
0
路
線
）

２
．
監
視
と
適
切
な
情

報
提
供

3

４
．
人
に
や
さ
し
い
道

づ
く
り

4

４
．
自
然
と
ふ
れ
あ
う
散
策
路
を
整
備
し
ま
す

３
．
さ
が
み
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
整
備
を
関
係
機
関
に
要
請
し
ま
す

２
．
不
法
占
有
物
や
放
置
自
転
車
に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す

１
．
有
害
物
質
・
危
険

物
等
に
関
す
る
対
策

4
3

環
境
課

3

環
境
課

１
．
災
害
時
に
お
け
る
有
害
化
学
物
質
の
漏
洩
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
共
に

適
切
に
対
応
し
ま
す

2

４
．
災
害
時
に
お
け
る
環
境
情
報
に
つ
い
て
、
適
切
に
周
知
し
ま
す

３
．
必
要
に
応
じ
、
放
射
線
に
関
す
る
調
査
を
検
討
し
、
実
施
し
ま
す

２
．
放
射
線
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
、
適
切
に
提
供
し
ま
す

4

環
境
課

4

環
境
課

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

基
本

方
針

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

４
－
３
　
美
し
く
、
環
境

に
配
慮
し
た
ま
ち
を
つ
く

る
4

基
本
目
標

④ 　 　 【 都 市 環 境 】 　 　 緑 や 文 化 を 大 切 に す る 快 適 で 安 全 な ま ち

消
防
予
防
課

3

町
民
安
全
課

５
．
地
域
整
備
に
お
け

る
環
境
配
慮

3

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

田
端
拠
点
づ
く
り

課

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

４
－
４
　
災
害
に
関
わ
る

環
境
対
策
を
進
め
る

4

施
策
の
体
系

３
．
環
境
美
化
活
動
の

推
進

環
境
保
全
協
定
締
結
の
対

象
事
業
所
と
の
締
結
割
合

道
路
課

4

自
主
的
な
環
境
美
化
活
動

の
回
数

○↓

１
．
安
全
で
歩
き
や
す
い
歩
道
の
整
備
を
進
め
ま
す

道
路
課

4

環
境
課

3

都
市
計
画
課

3

都
市
計
画
課

3

協
働
文
化
推
進
課

4
5
9

5
9

5
9

6
0

6
1

6
1

6
2

6
2

6
2

5
9

5
9

5
9

6
2

↑

１
．
危
険
物
の
管
理
状
況
を
把
握
し
ま
す

消
防
予
防
課

25



評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

消
防
総
務
課

４
．
広
域
化
計
画
に
基
づ
き
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
推
進
し
ま
す

教
育
総
務
課

3

4

2

環
境
課

3

環
境
課

3

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

教
育
総
務
課

3
２
．
公
共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
ま
す

１
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
進
め
ま
す

４
．
家
庭
や
事
業
所
に
お
け
る
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
を
進
め
ま
す

５
－
２
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
進
め
、
低
炭
素
な
暮
ら

し
を
す
る

施
設
再
編
課

3

教
育
総
務
課

4
4

６
．
ノ
ー
カ
ー
デ
ー
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
等
を
呼
び
か
け
ま
す

３
．
公
共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
機
器
の
導
入
を
進
め
ま
す

2

環
境
課

3

3

環
境
課

環
境
課

4

５
－
１
　
ご
み
を
減
ら

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る

３
．
焼
却
灰
と
不
燃
残
さ
の
発
生
を
抑
制
し
、
最
終
処
分
量
を
減
ら
し
ま
す

２
．
廃
棄
物
処
理
施
設
を
活
用
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
を
図
り
ま
す

１
．
農
業
用
廃
棄
物
の
適
正
処
理
を
支
援
し
ま
す

農
政
課

3

環
境
課

4

環
境
課

4

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

3 4

学
校
教
育
課

3

環
境
課

◆ １
．
ご
み
発
生
の
抑
制

3

一
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排

出
量

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

数

２
．
学
校
で
の
ご
み
減
量
化
を
進
め
ま
す

１
．
家
庭
で
の
生
ご
み
減
量
化
を
推
進
し
ま
す

基
本

方
針

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

↓〇

6
3

6
3

6
3

6
3

6
3

6
4

6
4

3

環
境
課

6
4

6
4

6
5

6
5

6
5

6
5

環
境
課

3

６
．
公
共
工
事
に
お
け
る
再
生
材
の
使
用
や
建
設
廃
材
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
啓
発

し
ま
す
。

５
．
農
業
用
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
ま
す

４
．
廃
棄
物
の
回
収
・
再
資
源
化
を
促
進
し
ま
す

３
．
ご
み
収
集
体
制
を
検
討
し
ま
す

２
．
不
用
品
登
録
制
度
の
情
報
発
信
を
進
め
、
利
用
を
推
進
し
ま
す

１
．
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
、
不
用
品
の
再
使
用
を
促
進
し
ま
す

環
境
課

3

町
民
窓
口
課

3

環
境
課

3

環
境
課

6
7

6
7

6
8

6
8

6
8

○↑○

「
不
用
品
登
録
制
度
」
の

年
間
利
用
件
数
（
※
成
立

し
た
件
数
）

リ
サ
イ
ク
ル
率

（
総
資
源
化
量
／
総
排
出

量
）

焼
却
灰
発
生
量

↑↑↑

3

農
政
課

3

下
水
道
課

4

５
．
環
境
家
計
簿
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す

◎ １
．
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進

3

教
育
総
務
課

4

環
境
課

施
設
再
編
課

4

協
働
文
化
推
進
課

4

消
防
総
務
課

6
4

6
4

6
6

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

⑤ 　 　 　 　 【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、 地 球 環 境 】 エ ネ ル ギ ー ・ 水 ・ も の を 大 切 に し た 地 球 環 境 に や さ し い ま ち

町
役
場
庁
舎
の
電
気
使
用

量 公
共
施
設
の
床
面
積
当
た

り
電
気
使
用
量

町
の
公
共
施
設
に
お
け
る

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
施

設
数

3
◆ ２
．
再
利
用
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進

3

３
．
ご
み
の
適
正
管

理
・
適
正
処
理
の
推
進

4

５
．
適
切
な
ご
み
の
出
し
方
や
、
集
積
場
の
適
正
管
理
に
つ
い
て
啓
発
を
行
い

ま
す

４
．
ご
み
の
減
量
に
関
す
る
情
報
発
信
を
進
め
ま
す

３
．
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
に
つ
い
て
啓
発
を
進
め
ま
す
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評
価

環
境
指
標

評
価

評
価

参
照

ペ
ー
ジ

3

３
．
節
水
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
図
り
ま
す

２
．
雨
水
貯
留
槽
の
設
置
や
、
浄
化
槽
の
転
用
を
進
め
、
雨
水
利
用
を
促
進
し

ま
す

１
．
節
水
型
機
器
及
び
設
備
の
導
入
・
普
及
を
図
り
ま
す

環
境
課

2

５
－
３
　
オ
ゾ
ン
層
保
護

や
酸
性
雨
の
防
止
に
配
慮

す
る

3
１
．
オ
ゾ
ン
層
保
護
・

酸
性
雨
対
策

3

３
．
窒
素
酸
化
物
等
の
削
減
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

２
．
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
適
正
処
理
に
つ
い
て
周
知
し
ま
す

3

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

3

環
境
課

4

都
市
計
画
課

3

教
育
総
務
課

2

１
．
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
や
酸
性
雨
に
関
す
る
意
識
啓
発
を
進
め
ま
す

◎ ３
．
低
炭
素
社
会
形
成

に
向
け
た
活
動

3

４
．
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実
行
計
画
を
見
直
し
ま
す

３
．
地
球
温
暖
化
や
気
候
変
動
に
関
す
る
情
報
提
供
を
進
め
ま
す

２
．
化
石
燃
料
の
使
用
節
減
の
意
識
啓
発
を
進
め
ま
す

１
．
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
な
る
緑
の
保
全
と
創
出
に
努
め
ま
す

◎ ２
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
推
進

3

【
基
本
目
標
・
施
策
の
体
系
・
担
当
課
の
評
価
区
分
】
　
　
４
：
目
標
を
達
成
　
　
３
：
ほ
ぼ
目
標
を
達
成
　
　
２
：
取
組
は
進
め
て
い
る
が
目
標
は
達
成
し
て
い
な
い
　
　
１
：
取
組
は
し
て
い
な
い

【
環
境
指
標
評
価
区
分
】
　
　
○
：
目
標
を
既
に
達
成
し
て
い
る
　
　
↑
：
基
準
年
度
よ
り
前
進
し
て
い
る
　
　
→
：
基
準
年
度
と
変
わ
ら
な
い
　
　
↓
：
基
準
年
度
よ
り
後
退
し
て
い
る
　
　
－
：
評
価
で
き
な
い

各
施
策
の
体
系
で
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
連
す
る
も
の
に
は
、
印
を
付
け
て
い
ま
す
。

★
き
れ
い
な
河
川
の
再
生
、
　
◆
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
◎
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

５
－
２
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
進
め
、
低
炭
素
な
暮
ら

し
を
す
る

3

6
8

6
9

6
9

6
9

6
9

6
9

6
9

6
9

6
9

7
0

7
0

7
0

雨
水
貯
留
施
設
設
置
助
成

件
数

公
共
施
設
に
お
け
る
雨
水

利
用
施
設
割
合

上
水
使
用
量

町
役
場
（
本
庁
舎
、
分
庁

舎
、
東
分
庁
舎
）
の
C
O
2

排
出
量

※
床
面
積
当
た
り

町
役
場
（
本
庁
舎
、
分
庁

舎
、
東
分
庁
舎
）
の
C
O
2

排
出
量

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導

入
件
数

（
町
補
助
に
よ
る
累
積
件

数
）

２
．
家
庭
や
事
業
所
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
努
め
ま

す１
．
公
共
施
設
に
お
け
る
太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
図
り

ま
す

環
境
課

4

下
水
道
課

4

環
境
課

3

消
防
総
務
課

2

教
育
総
務
課

2

環
境
課

４
．
水
資
源
の
効
率
的

使
用

⑤ 　 【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー 、 地 球 環 境 】 エ ネ ル ギ ー ・ 水 ・ も の を 大 切 に し た 地 球 環 境 に や さ し い ま ち

（ 望 ま し い 環 境 像 ） 　 み ん な で つ く る 　 み ど り 豊 か で 　 空 気 と 水 が き れ い な ま ち

基
本

方
針

基
本
目
標

施
策
の
体
系

施
策
の
取
組
方
針

担
当
課
の
評
価

○↓○○○○

オ
ゾ
ン
層
保
護
や
酸
性
雨

な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供

件
数

〇
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６．基本目標の評価（環境指標の目標と実績）

評価 個数

No
基本
目標

評価

4

4

3

【基本目標の評価区分】
４：目標を達成 ３：ほぼ目標を達成
２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

5,558人

28人

27団体

3,894人

環境美化活動の実施団体等

１－3　多彩な環境活動を活発に進める

60社

3８団体

　基本目標の達成状況を測る「ものさし」である環境指標は全部で62あり、「現状」を平成
22年度とし、「達成目標」を３年ごとの評価としているため、平成29年度では平成29年度
の目標を達成している場合は「〇」、現状（平成22年度）より前進している場合「↑」、現
状と変わらない場合は「→」、現状より後退している場合は「↓」としています。

5

6

3

4

１－２

１－１

2

○

↑

→

1

さむかわエコネット登録人数
※毎年度末の会員数

7

8

9

１－３

31団体

4,412人

66社

34人

51社

３２人

環境指標 達成目標（H29） 実績値 担当課

環境学習講座や自然観察会の
参加人数（環境課事業）

120人 5,073人 環境課

3箇所

環境課

環境課
教育総務課

環境課

環境課

１－１　環境に関する情報を収集し、発信する

１－２　環境教育・環境学習を進める

基準年（H22）

0箇所

1箇所

50件

25回

64人
（H21)

○

○

○

○

環境コーナーの設置
（常設箇所の設置及び維持）

環境関連情報ホームページの
更新回数（環境課のみ）

環境コーナーの設置
（企画展示等の毎年実施）

広報紙での環境関連記事掲載
件数

1箇所

1箇所／年

50件／年以上の
維持

24回／年以上の
維持

2箇所

１５４回

７７件

○

環境美化活動の参加人数
(美化ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ参加者含む)

町内事業者の環境マネジメン
トシステムの導入社数

環境課

環境課

環境課

環境課

↑

○

○

↓

（基本目標3-4の№33、№35の計2つは未評価です）
※基本目標3-4の№33、№35　ダイオキシン大気・土壌の調査・・・５年毎の測定となったため、評価なし。

↓ 13基準年度より後退している指標

－ 評価できない指標 2

評価の説明

中期（平成2９年度まで）の目標を既に達成している指標

基準年度より前進している指標

基準年度の数値と変わらない指標

33

11

3
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No
基本
目標

評価

3

3

保存樹林指定面積

町緑地保全地区の指定

自然環境保全地域面積

55本

基準年（H22）

2－１　生き物と生息空間を守る

2－2　農地を守り、活用する

60.8ha
（H23年度）

0箇所

11.1ha

16,379㎡

52本

6.8ha

16,379㎡
（現状を維持）

10

14

担当課

11

12

13

15,338㎡

11.1ha

0箇所

環境指標 達成目標（H29） 実績値

２－１

11.1ha
（現状を維持）

1箇所

67.4ha

現状維持

16戸

遊休農地面積

32箇所

3人

4.8ha
（0.28ha/年減

少）

保存樹木指定本数

25箇所

230区画

8戸

0人

↑

↓

○

↓

↑

○

→

○

↓

↓都市計画課

都市計画課

都市計画課

都市計画課

24箇所

1人

4.5ha

農政課

農政課

農政課

農政課

農政課

農政課

63.７ha

6戸

232区画

4７本

15

16

17

18

19 農業基盤整備受益面積

新規就農者数（累計）

エコファーマー制度認定農家
数

家庭菜園区画数

農産物直売施設数

２－２

29



No
基本
目標

評価

4

目久尻川

小出川

一之宮第二排水路

4

4

4
最大値
0.035pg-TEQ/
㎥

最大値0.71pg-
TEQ/ｌ

最大値3.0pg-
TEQ/g

最大値21pg-
TEQ/g

3－4　有害化学物質による汚染を防ぐ

94.90% 97.13%

環境課

環境課

環境課

環境課

町内における電気自動車累積
台数

公共下水道水洗化率
（下水道供用済人口比）

SPMの各測定箇所での環境
基準達成率

100%

100%

65件

100%

2㎝以上沈下した
水準点なし(調査

地点20地点)

基準年（H22）

3－１　空気と水をきれいにする

3－2　近隣公害を防ぐ

3－3　土壌汚染や地下水汚染、地盤沈下を防ぐ

91.94%

93.92%

100%

100%

100%

2台
(県補助台数)

100%

31

33 －

環境指標 達成目標（H29）

○

↓

担当課

100%

100%

実績値

県測定
83.3％

下水道課測定
87.5％

100%

工場、事業所からの排水基準
の適合率

100％／年

100％／年

93.17%

○

環境課

下水道課

下水道課 ↑

○

↓

○

4５台

100％／年

B
O
D
環
境

基
準
適
合
率 100%

54.2%

100%

100％／年

100％／年

100％／年

91.7%

12.5%

３－１

道路交通振動の要請限度達成
率

94.90%20

道路交通騒音の環境基準達成
率 ○

○100％／年

100％／年

３－２

21

22

23

24

25

環境課

環境課

公共下水道人口普及率

26 30台

毎年、前年度より
減らす

100％／年 ○

NO2の各測定箇所での環境
基準達成率

○

↓

○

環境課

環境課臭気の規制基準値の達成状況

騒音・振動・悪臭の公害苦情
件数

29

30

環境課

環境課

100%

年間2㎝以上沈下
した水準点がない

こと

前回より2cm
以上沈下した
水準点なし

66.7%

27

32

２９件
(H2８ / ３７件)

100%

３－３

100%

100%

地下水の環境基準適合率（4
年毎の県メッシュ調査井戸に
おける適合率）

地盤沈下の状況

28

－

○

３－４

最大値
3.1pg-
TEQ/g

環境課

環境課

環境課

環境課

－

○

ダイオキシン類の大気調査に
おける最大値

ダイオキシン類の土壌調査に
おける最大値

ダイオキシン類の水質調査に
おける最大値

ダイオキシン類の底質調査に
おける最大値

環境基準値
（150pg-
TEQ/g）
以下の維持

環境基準値
（1,000pg-

TEQ/g）
以下の維持

環境基準値
（1.0pg-TEQ/

ｌ）
以下の維持

環境基準値
（0.6pg-TEQ/㎥）

以下の維持

ー

最大値
0.17pg-
TEQ/ｌ

34

35

36

30



No
基本
目標

評価

3

4

4

4

541ｍ
（H23までの

指定区間延長）

10箇所

64回

10％
(平成24年度よ

り把握)

83%

4－3　美しく、環境に配慮したまちをつくる

4－4　災害に関わる環境対策を進める

4－１　身近な緑を守り、育てる

4－2　水辺を守り、親しむ

基準年（H22）

28.8%

3.8㎡

26人
(川とのふれあい
公園花壇育成者)

都市計画課

3箇所

現状より増やす

2回／年以上

2箇所

2,529m
（町内河川
延長3,852

ｍ）

47

都市計画
課

37

40

↑環境保全協定締結の対象事業
所との締結割合

100% 97% 環境課４－４

○

2箇所

環境指標 達成目標（H29） 実績値

↓

都市計画
課

環境課

担当課

１回

320m
（町内河川延長

3,100ｍ）

都市計画課

3.9㎡

27.8%

１７回

都市計画課

46

環境課

電線類等地
中化事業担
当課（道路

課）

電線共同溝整備道路指定区間
延長

町道維持工事着手率（90路
線）

自主的な環境美化活動の回数

不法投棄パトロールによる不
法投棄確認箇所数

環境課

66.6%

76回

道路課

0箇所

現状より増やす

56回

４－３

43

3箇所

541ｍ

73.3%

○

↓

↓

↑

→

44

45

38

39

４－１

小出川の多自然型河川工法等
による整備延長

河川を活用した事業実施回数
（他団体との連携含む）

４－２

○

○

→

41

42

緑化活動ボランティア

1人当たりの公園面積

都市計画区域面積に対する緑
地の割合

28人

3.8㎡

31％以上

１９人

親水護岸の箇所数

31



No
基本
目標

評価

3

3

3

5件／年

2回

841g

276店舗

29件

22.2%

基準年（H22）

5－3　オゾン層保護や酸性雨の防止に配慮する

62 ５－３

環境課

環境課

環境課

下水道課

オゾン層保護や酸性雨などに
関する情報提供件数

現状より増やす 3回

5－１　ごみを減らし、リサイクルを進める

5－2　省エネルギーを進め、低炭素な暮らしをする

環境指標 達成目標（H29） 実績値 担当課

49

48

環境課

現状より増やす

43.42kwh/㎡・年
以下

（毎年1％以上の削
減）

30件 ○

○

○

630
Mwh/年

44.1kwh/
㎡・年

10箇所

施設再編課
環境課

各課
環境課

環境課

焼却灰発生量

783g 787g 環境課

34.3% 28.9% 環境課

31件 下水道課

現状より増やす

現状以下の維持

床面積当たり
44.6kg/㎡・年

（毎年1％以上の削
減）

313ｔ／年
（毎年1％以上の

削減）

毎年20件以上の
累積

6,091千㎥

14.8%

環境課481件

263ｔ

37.3
kg/㎡・年

○

５－１

５－２

1,512ｔ／年
1,558ｔ／

年
環境課

40件以上／年

266店舗／年の維
持

（266店舗は、18
年度～22年度の平

均値）

161店舗

３6件

環境課

町民窓口
課

↑

↓

↑

↑

↑

○

↑

○

一人1日当たりのごみ排出量

フリーマーケット出店数

「不用品登録制度」の年間利
用件数（※成立した件数）

リサイクル率
（総資源化量／総排出量）

50

51

52

54

55

56

59

60

57

58

53

○

○

↓

735.1Mwh/年以
下

（毎年1％以上の削
減）

1,753ｔ／年

782Mwh/年

46.19kwh/
㎡・年

5箇所

53件

344ｔ

49.1kg/㎡・年

6,548千㎥

17.5%
(１０/5７箇所)

※修正

61

町役場庁舎の電気使用量

公共施設の床面積当たり電気
使用量

町の公共施設における自然エ
ネルギー利用施設数

太陽光発電システム導入件数
（町補助による累積件数）

町役場（本庁舎、分庁舎、東
分庁舎）のCO2排出量

町役場（本庁舎、分庁舎、東
分庁舎）のCO2排出量
※床面積当たり

上水使用量

公共施設における雨水利用施
設割合

雨水貯留施設設置助成件数
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44



45



46



47



48



49



50



㎥

51



㎥㎥

52



53



54



55



56



57



58



59



60
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63



64



65



㎥㎥
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69



70



８．重点プロジェクトの評価（総括）

【評価の状況】

評価 個数

◎ 26

○ 11

× 1

担当課

環境課

１ 下水道課

２ 下水道課

工場・事業所からの
排水対策

３ 環境課

４ 環境課

５ 環境課

６ 環境課

７ 環境課

８ 環境課

９ 環境課

１０ 環境課

１１ 環境課

１２ 都市計画課

１３ 都市計画課

１４ 環境課

１５ 環境課

※一部重点施策で複数の課が評価しているため、上記の重点施策の個数とは異なります

親しみのある河川へ

目久尻川ふるさとの川の整備 ○

小出川の護岸整備の推進 ◎

下水道の整備
公共下水道水洗化率の向上 ◎

事業所の排水調査の実施と改善指導 ◎

公共下下水道人口普及率の向上

河川水質の改善・監
視強化

河川水質の改善・監視強化（特に小出川）
※目久尻川・小出川の水質調査（定期検査）の

継続実施

ごみの不法投棄防止の意識啓発 ◎

川とふれあう事業の実施 ◎

町民、事業者と一体
となった河川環境改
善の取り組み

関係団体との連携 ◎

生き物の生息状況に関する調査

河川美化キャンペーンの実施、住民、事業者、学
校などによる河川美化活動の支援
※河川美化キャンペーンの実施

◎

河川美化キャンペーンの実施、住民、事業者、学
校などによる河川美化活動の支援
※住民、事業者、学校などによる河川美化活動

の支援

◎

評価

◎

【重点プロジェクト】　★　きれいな河川の再生 ◎

重点施策

◎

河川水質の改善・監視強化（特に小出川）
※町内域における浄化手法の検討

○

近隣自治体との連携
による小出川の水質
改善

近隣自治体との連携による小出川の水質改善
※小出川における流域自治体との水質調査情報

交換による汚染源の特定と対策の検討
○

近隣自治体との連携による小出川の水質改善
※近隣自治体や県と共同した小出川の水質改善

に関する計画的な取り組みの検討
○

※重点プロジェクトは、中長期的な取り組みや連携した取り組みが必要な
ものや優先度が高いと考えられるもの、さむかわ2020プランに位置づけが
あるもので、重点的に推進するものです。
　33の重点施策の評価を基に3つの重点プロジェクトを総合評価していま
す。評価の方法は下表のとおりです。

説明

取り組みが進んでいない、取り組んでいない、後退した

現状維持

取り組みが進んでいる

◎
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担当課

環境課

16 環境課

17 環境課

18 環境課

19 環境課

20 環境課

21 環境課

22 環境課

23 町民窓口課

環境課

24 環境課

環境課

施設再編課

教育総務課
(総合図書館)

教育総務課
(公民館)

消防総務課

環境課

施設再編課

27 環境課

28 環境課

29 環境課

30 環境課

31 環境課

32 環境課

広域行政による温暖
化防止の取り組み

33 環境課

家庭や事業所における省エネ機器の導入推進
　※事業所における省エネ診断の活用促進

○

家庭や事業所における省エネ機器の導入推進
　※事業所や家庭における省エネ設備、省エネ型
電気製品の導入促進

1人当たりのごみ排
出量の減少

再利用・リサイクル
の推進

ごみの分別方法、収集日等の周知徹底 ◎

○

省エネルギーの推進

【重点プロジェクト】
　　◎　省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

◎

◎

○

○

公共施設における省エネ機器の導入推進
　※公共施設の省エネ診断の検討

○

湘南エコウェーブプロジェクトの推進 ◎

国などの各種補助事業の利用推進 ◎

再生可能エネルギー
の普及促進

地球温暖化対策実行
計画の見直し

地球温暖化対策推進実行計画（事務・事業編）の
改訂・推進

◎

地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策
編）の策定

×

家庭における再生可能エネルギーの導入促進 ◎

○

◎

公共施設における省エネ機器の導入推進
　※省エネ設備、省エネ

省エネルギーの普及啓発 ◎

◎

◎

◎

再資源化率を高めるための収集方法の改善

評価

◎

25

マイバッグの利用促進と過剰包装を行わない取り
組み
　※マイバッグ持参運動の推進

◎

26

不用品の再利用の促進
　※ニコニコリサイクルフリーマケットの開催

分別品目についての適正な周知

家庭での生ごみ減量化

不用品の再利用の促進
　※不用品登録制度の利用促進案検討

◎

◎

◎

マイバッグの利用促進と過剰包装を行わない取り
組み
　※商店街、スーパー、コンビニへのレジ袋削減
への働きかけ

○

重点施策

【重点プロジェクト】　◆　ごみ減量とリサイクルの推進
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Ⅱ 中期期間における総括報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



１．第2次寒川町環境基本計画　総括評価報告（中期期間）

①基本目標の評価（16の目標）

評価 2７年度 2８年度 2９年度

4 4 10 10

3 10 6 6

2 2 0 0

1 0 0 0

②重点プロジェクトの評価（3つのプロジェクト）

評価 2７年度 2８年度 2９年度

◎ 3 3 3

○ 0 0 0

× 0 0 0

－ 0 0 0

　町では、平成24年3月に平成24年度から平成32年度までの9カ年を計画期間とする「第2
次寒川町環境基本計画」を策定し、平成2７年度から平成2９年度までの3年間を中期期間と
定めております。
　毎年「環境報告書」を作成し公表しておりますが、平成３０年3月をもって中期期間が終了
しましたので、ここに総括評価の報告をいたします。

評価の説明

現状維持

取組が進んでいない、取り組んでいない、後退している

評価ができない

目標を達成

ほぼ目標を達成

取組は進めているが目標は達成していない

取組はしていない

評価の説明

取組が進んでいる

各基本目標については、「目標を達成」もしくは「ほぼ目標を達成」となっており、概ね目

標を達成できました。

その要因としては、基本方針①【参加と協働】の基本目標「１－１ 環境に関する情報を収

集し、発信する」における広報紙での環境関連記事の掲載件数、ホームページの更新回数が基

準年度を大幅に上回っているほか、②【自然環境】では、「２－２ 農地を守り、活用する」

の家庭菜園区画数の維持、③【生活環境】では、「３－１ 空気と水をきれいにする」におけ

る公共下水道水洗化率等、「３－２ 近隣公害を防ぐ」の道路交通騒音の環境基準達成率等、

「３－４ 有害化学物質による汚染を防ぐ」のダイオキシン類の水質調査における最大値等、

④【都市環境】では、「４－３ 美しく、環境に配慮したまちをつくる」の町道維持工事着手

率、「４－４ 災害に関わる環境対策を進める」の環境保全協定締結の対象事業所との締結割

合、⑤【資源・エネルギー・地球環境】では、「５－２ 省エネルギーを進め、低炭素な暮ら

しをする」における、町補助による太陽光発電システム導入件数、町役場のＣＯ２排出量等の

目標を達成いたしました。

改善された基本目標としては、「１－３ 多彩な環境活動を活発に進める」の環境美化活動

の参加人数及び実施団体等が大幅に伸びたほか、「３－２ 近隣公害を防ぐ」における騒音・

振動・悪臭の公害苦情件数が減少したなどの取り組みが進められました。

また、平成２７年度に「評価２」であった基本目標が２個から０個に減った要因として

は、遊休農地面積が減少した「２－２ 農地を守り、活用する」や、苗木の配布などで民

有地内の緑化に努めた「４－１ 身近な緑を守り、育てる」などがあります。

課題としては、「２－１ 生き物と生息空間を守る」の保存樹林指定面積、保存樹木指定

本数、緑化活動ボランティア等の自然、緑の保全に関する項目に減少傾向が見られ、樹木、

樹林地の保全への具体的な取り組みが進んでいないことや、「３－１ 空気と水をきれいにす

る」の小出川におけるＢＯＤ環境基準適合率が依然として回復していないことなどがあります。

課題や取り組みが進まなかった一部の基本目標については、引き続き後期期間（平成３０年

度～平成３２年度）で取り組みを進めてまいります。他の目標も達成して終わりではなく、取

り組みは続けてまいります。
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★きれいな河川の再生

多くの重点施策において取り組みが進みました。

河川水質の改善・監視強化や近隣自治体との連携による小出川の水質改善では、BODの基準超

過があった小出川について、29年度から神奈川県も交えて藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町で小出

川水質改善検討会を開き、情報交換や汚染源の特定と今後の対策に向けて話し合いを行いまし

た。なお、その中で県の主導により具体的な改善策を進めるよう強く働きかけるとともに、町

も積極的に協力することとしました。

また、河川美化キャンペーンについては、29年度の目久尻川小出川美化キャンペーンを延

期としましたが、毎回、県の協力のもと、自治会、エコネット、一般の方等、多くの方にご参

加いただきました。他に、桂川・相模川流域協議会と連携して、カワラノギクの圃場を新たに

増やしました。

ごみの不法投棄防止の意識啓発としては、まちづくり条例啓発キャンペーンを人の集まるニ

コニコリサイクルフリーマーケットで行いました。川とふれあう事業は、エコネットの協力で

実施する生き物調査隊や野鳥観察会が好評を博しています。

◆ごみ減量とリサイクルの推進

それぞれの重点施策において取り組みが進みました。

1人1日あたりのごみ排出量の減少について、各自治会やリサイクルセンター見学者に、ご

み減量化の説明会を行ったり、キエーロの販売やイベントなどでの紹介、ゴミ野ゲンゾウ見聞

録によって、周知啓発を行いました。また、湘南エコウェーブにおいてもマイバック持参の啓

発を行っています。こうした取り組みが効を奏し、28年度における1人1日あたりのごみ排出

量は、県内３３市町村の中で町村ではトップ、市町村では第３位の少なさとなりました。

（29年度は集計中）

他に、再利用・リサイクルの推進として、小型家電の収集を行ったり、29年度より蛍光灯

や水銀式体温（血圧）計等について、資源物としての回収を始めました。また、年2回実施し

ているニコニコリサイクルフリーマーケットも参加団体が以前より増えて好評となっています。

◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

重点施策で、地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）の策定が進んでいません

が、これについては策定せず、これに代わる地球温暖化防止対策の推進に資する具体的かつ実

効性のある施策を展開することといたしました。（３０年度は町内事業所向けの省エネ診断

（県事業）の推進を実施予定。）なお、それ以外の各施策では取り組みが進みました。

省エネルギーの普及啓発では、ニコニコリサイクルフリーマーケットと一緒に環境フェス

ティバルを実施し、燃料電池を使用した環境教室などを開催しました。事業所向けとしては、

環境保全研修会で省エネの進め方と事例紹介をテーマとしました。

公共施設における省エネ機器の導入推進については、寒川小学校南棟および、寒川中学校、

旭が丘中学校、寒川東中学校の体育館のLED照明や、北部文化福祉会館、町民センター１階ロ

ビー、消防庁舎への省エネ型空調機の導入などの取り組みが進みました。家庭や事業所におけ

る省エネ機器の導入促進は、事業所向けの環境保全研修会の他、広報・ホームページで周知啓

発を行いました。

また、再生可能エネルギーの普及促進として、家庭向けでは住宅用太陽光発電設置補助の他、

26年度からエネファームの設置補助を行い、各施設担当には国などの補助事業の利用促進を

図っています。

他に、広域行政による温暖化防止として、2市1町の湘南エコウェーブで、森のセミナーや

環境バスツアーなどの事業を行いました。
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２．第2次寒川町環境基本計画　　体系と評価（中期期間総括）

H27H28H29 H27H28H29 H27H28H29

【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

環境コーナーの設置（企画展示）

２．学校における環境教
育の充実

３．地域での環境教育・
環境学習の普及 4

★
１．環境活動の活発化

１－１
　環境に関する情報を
収集し、発信する

4

１－２
　環境教育・環境学習
を進める

4

１－３
　多彩な環境活動を活
発に進める

3

①

【

参
加
と
協
働
】

環
境
の
保
全
と
創
造
に
積
極
的
に
取
り
組
む
暮
ら
し

基本
方針

基本目標
評価

環境指標
評価

4

4

4

↓

↑

↑

環境学習講座や自然観察会の参加人数
（環境課事業）

評価
施策の体系

１．環境に関する生涯学
習機会の創出 4

3

4

4

3

4

3

4

3

★
２．環境団体の育成・活
動促進

4

環境美化活動の実施団体等

↑↓

4

4

4

環境美化活動の参加人数

町内事業者の環境マネジメントシステ
ムの導入件数 ↑

さむかわエコネット登録人数

広報紙での環境関連記事掲載件数

環境関連情報ホームページの更新回数

環境コーナーの設置（常設）

２．環境情報の公表
4

3

１．環境情報の収集・整
理 3

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

第2次寒川町環境基本計画の環境施策の方向性の考え方を基に、評価は、施策の取組方針ごとに各担当課が評価し、その結果から施策の体系の
評価をしています。また、環境指標の評価結果から基本目標の評価をしています。

3

4

4

3

4

3

4

○→

○→ ○→ ○→

○→ ○→ ○→

○↑ ○↓○↑

○↓ ○↑ ○↑

○↑○↓ ○↓

○↑ ○↑ ○↑

○↓ ○↑ ○↑

○↑
○↓
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【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

農業基盤整備受益面積

エコファーマー制度認定農家数 ↓

3

3

評価

3

１．農業の推進 3

↑

↓

→

↑

↑

評価

→

２－２
　農地を守り、活用す
る

②

【

自
然
環
境
】

自
然
を
守
り
、

育
て
る
ま
ち

3

基本
方針

基本目標

２－１
　生き物と生息空間を
守る

3

↓

↑

自然環境保全地域面積

町緑の保全地区の指定 →

保存樹木指定本数

保存樹林指定面積

↓

↑

↓

家庭菜園区画数

3

2

3

3

3

4

施策の体系
評価

３．農業とふれあう機会
の創出 4

2

3

3

3

4

3

4

3

↓

★
３．調査等の実施

★
１．野生動植物の生育・
生息環境の保全と創造

3

3

農産物直売施設数

新規就農者数（累計）

遊休農地面積

環境指標

↑

↓

２．樹木、樹林地の保全

２．農作物の地産地消の
推進

↓

↓

↑

↓

3

○→○↑
○↓

○→ ○→ ○→

○→ ○→

○↓ ○↑

○→ ○→ ○→
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【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

３－２
　近隣公害を防ぐ 3 4 4

３．監視・調査の実施

４．環境保全協定による
公害防止

4

4

２．悪臭防止対策

公共下水道人口普及率

BOD環境基準適合率
（目久尻川、小出川。一之宮第二排水
路）

公共下水道水洗化率
（下水道供用済人口比）

↑

↓

騒音・振動・悪臭の公害苦情件数

臭気の規制基準値の達成状況

道路交通振動の要請限度達成率

道路交通騒音の環境基準達成率

↓

↑

↓

★
４．監視・調査の実施

環境指標
評価

基本目標
評価

4

基本
方針

施策の体系
評価

4

１．騒音・振動対策 3

3

3

★
１．下水道の整備

★
２．水質汚濁・大気汚染
対策

３．自動車の排出ガス対
策

4

3

3

4

4

4

4

4

4

↑

4

SPMの各測定箇所での環境基準達成率

NO2の各測定箇所での環境基準達成率

↓

4

3

3

4

4

↓

4

３－１
　空気と水をきれいにする 3

町内における電気自動車累計台数

工場、事業所からの排水基準の適合率 －

4

③

【

生
活
環
境
】

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

↓

4

4

○→○↑
○↓

○↑ ○↑ ○↑

○→ ○→ ○→

○→ ○→ ○→

○→ ○↑ ○↑

○→ ○→ ○→

○→ ○→ ○→

○→ ○→ ○→

○↓ ○↓
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【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

4

4

↓

－

－

ダイオキシン類の大気調査における
最大値

－

－

地下水の環境基準適合率（4年毎の県
のメッシュ調査井戸における適合率）

地盤沈下の状況

4

ダイオキシン類の底質調査における
最大値

ダイオキシン類の土壌調査における
最大値

ダイオキシン類の水質調査における
最大値

4

34

4

↓

4

3
３－３
　土壌汚染や地下水汚染、
地盤沈下を防ぐ

↓

－

－

－

３－４
　有害化学物質による汚染
を防ぐ

4

4

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

基本
方針

基本目標 施策の体系
評価

3

１．土壌・地下水汚染対
策 4

4

4

3

３．監視・調査の実施

評価
環境指標

評価

3

１．有害化学物質に関す
る情報提供 3

２．有害化学物質の排出
防止 4

３．監視・調査の実施 4

③

【

生
活
環
境
】

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

4

3

4

4

２．地下水保全対策

○→○↑
○↓

○→ ○→

○↑ ○↑ ○↑

○↑ ○↑ ○↓
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基本
方針

基本目標

3

4

４－１
　身近な緑を守り、育てる

↓

↓

→

→

↓

4

3

2

4

電線共同溝整備道路指定区間延長

→

４－３　美しく、環境に配
慮したまちをつくる

→

↑

４－２　水辺を守り、親し
む

④

【

都
市
環
境
】

緑
や
文
化
を
大
切
に
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

★
２．水辺と町民のふれあ
い創出

3

3

3

4

親水護岸の箇所数

小出川の多自然型河川工法による整
備延長

河川を活用した事業実施回数
（他団体との連携含む）

不法投棄パトロールによる不法投棄
確認箇所数

3

１．美しい景観の保全と
創出

★
２．散乱ごみ・不法投棄
対策

→

↑

評価

緑化活動ボランティア

1人当たりの公園面積

都市計画区画面積に対する緑地の割
合

↓ ↓

↓ ↓

環境指標
評価

【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

3

3

3

4

3

4

3

2２．民有地内の緑化

4

→

4

施策の体系
評価

１．公用地内の緑化

★
１．水辺環境の保全と整
備

3

3

3

3

3

3

○→○↑
○↓

○→ ○→ ○→

○↓○↑ ○↑

○↑ ○↑○↑ ○→
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基本
方針

基本目標
評価

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

3

町道維持工事着手率（90路線）

自主的な環境美化活動の回数

４－４　災害に関わる環境
対策を進める

↑

4

3

3

４．人にやさしい道づく
り

↑

3

３．環境美化活動の推進

５．地域整備における環
境配慮

3 ↑環境保全協定締結の対象事業所との
締結割合4

3

4

4

↓

↑

④

【

都
市
環
境
】

緑
や
文
化
を
大
切
に
す
る
快
適
で
安
全
な
ま
ち

４－３　美しく、環境に配
慮したまちをつくる

4

4

3

１．有害物質・危険物等
に関する対策 4

4

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

4

4

3

環境指標
評価

4

3
２．監視と適切な情報提

供

↑

↑

↓

4

施策の体系
評価

○→○↑
○↓

○↑
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町役場庁舎の電気使用量

公共施設の床面積当たり電気使用量

町の公共施設における自然エネル
ギー利用施設数

↓

↑

3
「不用品登録制度」の年間利用件数
（※成立した件数）

リサイクル率
（総資源化量／総排出量）

５－１　ごみを減らし、リ
サイクルを進める

◆
１．ごみ発生の抑制

【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

基本
方針

基本目標

評価

環境指標

評価

3

3

3

3

3

◎
１．省エネルギーの推進 3

◆
２．再利用・リサイクル
の推進

３．ごみの適正管理・適
正処理の推進 4

3

3

↑

↓

↑

↑

↑

↑５－２　省エネルギーを進
め、低炭素な暮らしをする 4

⑤

【

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

地
球
環
境
】

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
水
・
も
の
を
大
切
に
し
た
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

3 3

4

3

↓ 3

4

3

↑

↑

↑

↑

一人1日当たりのごみ排出量

フリーマーケット出店数

焼却灰発生量 ↑

↑

施策の体系

評価

↑

○→○↑
○↓

○↑

○↓ ○↓ ○→

○↓

○↑ ○→ ○→
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オゾン層保護や酸性雨などに関する
情報提供件数

⑤

【

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

地
球
環
境
】

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
水
・
も
の
を
大
切
に
し
た
地
球
環
境
に
や

さ
し
い
ま
ち

【基本目標・施策の体系・担当課の評価区分】　　４：目標を達成　　３：ほぼ目標を達成　　２：取組は進めているが目標は達成していない　　１：取組はしていない

【環境指標評価区分】　　　：目標を既に達成しており、前年度より前進している 　：目標を既に達成しており、前年度と変わらない
　：目標を既に達成しているが、前年度より後退している ↑：基準年度より前進している
→：基準年度と変わらない ↓：基準年度より後退している －：評価できない

各施策の体系で、重点プロジェクトと関連するものには、印を付けています。
★きれいな河川の再生、　◆ごみ減量とリサイクルの推進、◎省エネルギーと地球温暖化防止への取り組み

５－３　オゾン層保護や酸
性雨の防止に配慮する 3 １．オゾン層保護・酸性

雨対策 3

◎
３．低炭素社会形成に向
けた活動

3

◎
２．再生可能エネルギー
の利用推進

3

雨水貯留施設設置助成件数

公共施設における雨水利用施設割合

上水使用量

町役場（本庁舎、分庁舎、東分庁
舎）のCO2排出量
※床面積当たり

町役場（本庁舎、分庁舎、東分庁
舎）のCO2排出量

太陽光発電システム導入件数
（町補助による累積件数）

↓

3

５－２　省エネルギーを進
め、低炭素な暮らしをする 4

４．水資源の効率的使用 3

3

3

33

3

3

施策の体系

評価

3

基本
方針

基本目標

評価

環境指標

評価

3

↓

3

3

3

↑↑

○→○↑
○↓

○↑ ○↑ ○↑

○↓○↑ ○↑

○↑ ○↓ ○↑

○↑○↑ ○↓ ○↑

○↑○↑

○↑

○→ ○→ ○→
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Ⅲ 環境審議会からの意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



1.平成２９年度版寒川町環境報告書の報告に伴う寒川町環境審議会の主な意見

 本意見は、平成２９年度版寒川町環境報告書を案の段階で環境審議会に報告

した際に、審議会より頂いた意見の概要です。 

① 町内の湧水について、今後どのようにしていくのか。

⇒現時点では具体的な考えは持っておりませんが、その保全等に向けて取り組むとと

もに、今後も調査を継続してまいります。

② 町への環境マネジメントシステムの導入について、どのようなものを導入す

るのか。

⇒当初はＩＳＯ１４００１の導入を目標としておりましたが、巨額の導入・維持

費用に対する費用対効果や、事務負担の増大などの面から方針の見直し

を行いました。県内市町村の動向を調査したところ、自治体独自の環境マ

ネジメントシステムを導入している例が多いことを鑑み、その例を参考としな

がら、もっとも効果的かつ事務負担の少ない町独自の環境マネジメントシ

ステムを導入できるよう検討を進めてまいります。

③ 従前からの課題である小出川の水質改善に向けて、何か進展はあったのか。

⇒従前より検討を進めていた左岸用水の冬季通水については、実現可能か

所管官庁に確認を行ったところ、許可はできないとの回答を得られました。

これに代わる方法として、平成３０年１月に県大気水質課を交えて、藤沢

市及び茅ヶ崎市と協議を行い、平成３０年６月に予定している河川の類型

指定を行う上で環境基準を設定し、その環境基準を満たすために、各自

治体が連携して水質改善に取り組んでいくこととしました。この中で県に主

体的に取り組んでいただくよう働きかけを行い、町もデータの提供等、積極

的に協力することといたしました。

④ 地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）に代わる新たな取り組

みとして、どのようなものを考えているのか。

⇒町全体のエネルギー消費量を減らすことが二酸化炭素排出量の削減につ

ながるため、今後は企業支援を担当する産業振興課と連携して、事業者

向けの省エネ診断事業（県事業）の促進等に努めてまいります。

⑤ 町公共施設の電気使用量の推移について、防犯灯の電気使用量が不明のため

記載できないとのことだが、灯数や使用時間、契約電力から推計することは

可能のはず。推計値で差し支えないので記載するべき。
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⇒いただいたご意見のとおり、灯数、概ねの使用時間、契約電力を調査して

記載いたします。（記載内容は１６ページのグラフのとおり）

⑥ ごみの不法投棄防止対策に係る監視カメラの設置状況は、現状では十分と考

えられるか。

⇒監視カメラの設置は不法投棄防止への抑止力として、非常に効果が高い

ものと考えております。相模川河川敷における監視カメラは増えつつありま

すが、自然環境保全地域である岡田の越の山地区にも不法投棄が多く見

られるようになってきました。こちらについては監視カメラが設置されていな

いため、設置に向けて検討を進めてまいります。
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Ⅳ 平成 2９年度版 寒川町地球温暖化 
  対策実行計画（行政編）報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．報告書作成の趣旨 

本報告書は、町の行う全ての事務事業に伴い発生する温室効果ガスの発生状況を把握する

と共に、温室効果ガス排出を抑制するため各エネルギー等の使用情報等を把握・点検・評価

し、削減目標達成のために必要な取り組みを検討するものです。 

２．報告書の対象期間及び内容 

本報告書は平成2９年度の状況及び内容を対象としています。 

３．対象とする組織・施設等 

対象とする組織・施設等を以下に示します。 

表 対象とする組織・施設等(平成３０年3月31日現在) 

区 分 組 織 ・ 施 設 

町役場 

・企画部（企画政策課、財政課、広報戦略課）

・総務部（総務課、施設再編課、税務課、収納課）

・町民部（協働文化推進課、町民安全課、町民窓口課）

・福祉部（福祉課、高齢介護課、保険年金課）

・健康子ども部（子育て支援課、保育・青少年課、健康・スポーツ課）

・環境経済部（産業振興課、農政課、環境課）

・都市建設部（道路課、下水道課、都市計画課）

・拠点づくり部（倉見拠点づくり課、田端拠点づくり課、寒川駅周辺整備事務所）

・会計課・議会事務局・選挙管理委員会事務局・監査委員事務局・農業委員会事務局

・教育委員会（教育総務課、学校教育課）

小学校 

・寒川小学校（町民センター分室、あおぞらクラブを含む）

・一之宮小学校（文化財学習センター、わんぱくクラブを含む）

・旭小学校

・小谷小学校

・南小学校

中学校 
・寒川中学校

・旭が丘中学校

・寒川東中学校

出先機関 

・さむかわ庭球場

・美化センター

・寒川広域リサイクルセンター

・消防本部

・一之宮分庁舎

指定管理

者施設 

・各地域集会所（12ヶ所）

・福祉活動センター

・ふれあいセンター

・健康管理センター

・町営プール（平成25年度より開放中止）

・寒川総合体育館

・町民センター、北部文化福祉会館、南部文化福祉会館

・寒川総合図書館

・田端スポーツ公園管理棟

委託管理 
・一之宮公園管理事務所

・旭小学校わかばｸﾗﾌﾞ、小谷小学校げんきっ子ｸﾗﾌﾞ、南小学校星の子ｸﾗﾌﾞ・おひさまｸﾗﾌﾞ

全３２課等、４０施設 

平成 2９年度版 寒川町地球温暖化対策実行計画（行政編）報告書 
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４．温室効果ガス排出量の削減目標 

（１）温室効果ガス総排出量の削減目標

表 温室効果ガス排出量の目標値 

※温室効果ガス排出量は、第 2次寒川町環境基本計画と整合性を図り、基準年（平成 22年度）から

毎年１％以上削減することを目標としています。 

（２） エネルギー別温室効果ガス排出量の削減目標

燃料の種類 目標 

基準値 

（H22） 

t-CO2

目標値 

（H32） 

t-CO2

CO2年間 

目標削減量

t-CO2

エネルギー

年間削減量 

電気 

基準年から 

毎年 1％ 

以上削減 

2,215 2,044 21.4 57千 kwh 

都市ガス 433 400 4.13 1.9 千㎥ 

ガソリン 84 78 0.75 350Ｌ 

灯油 74 68 0.71 290Ｌ 

軽油 15 13.8 0.15 60Ｌ 

Ａ重油 4 3.7 0.04 13Ｌ 

ＬＰＧ 0.09 0.08 0.0013 130 ㎥ 

（3） 廃棄物削減目標

目標 
基準値 

（H22） 

目標値 

（H32） 

年間廃棄物 

削減量 

廃棄物（ｔ） 

基準年から 

毎年 1％ 

以上削減 

375 345 3.75 

温室効果ガス 
排出量 

（t-CO2） 

目標 
基準値 

（平成 22年度） 
目標値 

（平成 32年度） 

年間目標 
削減量 

基準年から毎年 

1%以上削減 
2,827 2,609 27 

基

準

年 

基準年から毎年１％以上

削減
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５．各分野別の進捗状況 

温室効果ガス排出量の状況（t-CO2／年）

温室効果ガス 

排出量 

（t-CO2） 

基準値 

（H22） 

実績値 

（H29） 

H2８の目標値 

（前年目標比 1％減） 
達成状況 

2,827 2,527 2,688 目標達成 ○ 

エネルギー別温室効果ガス排出量の状況

燃料の種類 
基準値 

（H22） 

実績値 

（Ｈ29） 

H29 の目標値 

（前年目標比 1％減） 
達成状況 

電気 
（千 kw） 

2,215 1,985 2,106 
目標達成 ○ 

5,924 5,306 5,634 

都市ガス 
（千㎥ ） 

433 421 4１2 対目標値 4千㎥

の削減が必要 
× 

194 189 185 

ガソリン 
（kl） 

83.7 62.5 79.6 
目標達成 ○ 

36.1 26.7 34.3 

灯油 
（kl） 

74.2 22.9 70.6 
目標達成 ○ 

29.8 9.2 28.3 

軽油 
（kl） 

14.8 35.4 14.1 対目標値8.3kl

の削減が必要 
× 

5.7 13.7 5.4 

Ａ重油 
（kl） 

3.74 0 3.56 
目標達成 ○ 

1.38 0 1.31 

ＬＰＧ 
（ｔ） 

0.086 0.071 0.082 
目標達成 ○ 

28.7 23.9 27.3 

※各項目について、上段：温室効果ガス排出量（t-CO2） 下段：エネルギー使用量

廃棄物の削減状況 

基準値 

（H22） 

実績値 

（H29） 

H29 の目標値 

（前年目標比 1％減） 
達成状況 

廃棄物 

（ｔ） 
375 351 357 目標達成 ○ 
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６．平成29年度の温室効果ガス排出量及びエネルギー使用量に対する考察 

・温室効果ガス排出量

平成29年度の温室効果ガス排出量の実績は“2,527t-CO2／年”で、目標値である

“2,688t-CO2／年”を達成しています。 

基準年度が東日本大震災前（平成22年度）の数値となっており、震災後に意識的にも施設的

にも大きく変わっているため目標を大きく達成しましたが、昨年度の実績値“2,478t-CO2／年”

と比較すると約 2.0％の増となっています。要因は、次のとおり各燃料毎に説明します。今後も

引き続き省エネ・節電の取り組みを続けてまいります。 

上の図には基準年度と比較して大きく増減した 10施設を載せています。 

・電気使用量

温室効果ガス排出量に大きく影響する“電気使用量”について、平成 29 年度は

5,306 千 kwh で、目標値である 5,634 千 kWh を大きく達成しましたが、前年度

の5,273千 kwhと比較して約0.6％の増となりました。 

対象組織・施設別に見ると、昨年度と比較して、夏季における猛暑が続いたことか

ら空調機の使用が増加し、寒川総合体育館などで電気使用量が増加しています。 

なお、温室効果ガス排出量に占める電気使用量の割合は約 80％を占めるため、電気使用量と

温室効果ガス排出量の傾向はほぼ同じになります。 

・都市ガス使用量

“都市ガス使用量”は平成 29年度189千㎥で、目標値の185千㎥を達成できませんでした。

これは、給食調理に使用する各小学校の都市ガス使用量が増加したこと、

また、電気使用量でも触れましたが、夏季における猛暑が続いたことから、

ガス空調機を使用する南部文化福祉会館において、空調機の使用が増加し

たことによるものです。 
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・灯油使用量

“灯油使用量”は平成 29 年度 9.2ｋℓで、目標値の 28.3ｋℓを大きく達成しました。これ

は、役場庁舎（平成26年度）やふれあいセンター（平成27年度）においてボイラーを使用し

た空調を電気空調に更新したことが大きな要因です。 

・軽油使用量

“軽油使用量”は平成 29 年度 13.7ｋℓで、目標値の 5.4ｋℓには及びま

せんでした。目標超過の理由は、寒川広域リサイクルセンター（平成24年度

稼働開始）に設置予定であった電気を燃料とする機械の一部について、軽油を

燃料とする機械に変更したためと、その軽油使用量を基準年（平成22年度）

の数値に推計していなかったことによるものです。推計していなかった寒川広

域リサイクルセンターで使用した軽油8.8ｋℓを除くと、4.9ｋℓとなり目標値を下回ります。 

次年度以降も寒川広域リサイクルセンターでは同等量の軽油を使用予定であるため、目標達成

は困難ですが、軽油を使用する作業の効率化に努めるとともに、他の燃料の削減に努めます。 

・ガソリン

“ガソリン使用量”は平成 29 年度 26.7ｋℓで、目標値の 34.3ｋℓを達成しました。

ガソリン使用量は自動車の走行距離や、公用車に占める低公害車の割合に影響されます。 

“自動車の走行距離”については目標値がありませんが、平成29年度は219,884㎞ 

で平成22年度（基準年）の 170,777㎞と比較して、49,107㎞増加しました。  

“公用車に占める低公害車の割合”については、平成29年度71.4％で、平成22年度（基

準年）以降増加傾向にあり、若干の変動はあるものの古い公用車から低公害車への買い換えは進

んでいます。新車両を導入する場合には、低排出ガス車の導入を推進していくとともに、低公害

車（燃料電池自動車、電気自動車、天然ガス自動車、ハイブリッド自動車、プラグインハイブリ

ッド自動車、クリーンディーゼル自動車 等）の導入検討も進めていく必要があります。 

・廃棄物の量

公共施設から排出される“廃棄物の量”について、平成 29 度の総排出量は 351t

で、目標値である357tを達成しました。これは、農業用水路や排水路、および公園
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などの適正管理のために伐採した草や木を、資源としてリサイクルしたことが要因で、昨年度の

377ｔと比較すると約5.3％の減となっています。 

平成24年度に改定した一般廃棄物処理基本計画を推進し、町も一事業者として、ごみの減量

化や資源化について積極的に取り組みを進める必要があります。 

各課・各施設等での取り組みにより、温室効果ガスは削減されており、都市ガスおよび軽油以

外の目標を達成しています。電気以外のエネルギー使用による温室効果ガスへの影響は電気に比

べると少ないですが、今後も全ての燃料において使用量の削減に向けた取り組みを進めます。 

町の施設は、町民へのサービスとして利用促進を目的にする施設（庭球場、町民センター、公

民館、図書館、地域集会所、総合体育館 等）も多く、施設利用の促進や、新たな施設の稼働など

により、エネルギー使用量が多くなる場合があります。また、エネルギー使用量は、天候や気温

にも影響されてしまいます。部分的にエネルギー使用量が多くなる場合でも計画的な省エネ対策

により、無駄なエネルギーの使用を控え、温室効果ガスの排出量の削減をしていきます。 

組織的な取り組みはもちろんのこと、今後も引き続き職員一人ひとりが、「地球温暖化対策実

行計画（行政編）」に示す取組みの着実な実行と各課・各施設がそれぞれの取り組みを決めた点検

票を活用し、一事業者として率先して温室効果ガスの排出削減を進めていく必要があります。 
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Ⅴ 平成 2９年度 さむかわ 

    エコネットの活動について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



さむかわエコネット 平成 2９年度の活動 

さむかわエコネット（寒川環境町民会議）（以下「エコネット」といいます。）は町民、事業者、

団体の方が中心となり、平成 17 年 8 月に設立され、第 2 次寒川町環境基本計画で掲げる望ましい

環境像「みんなでつくる みどり豊かで 空気と水がきれいなまち」を実現するため、環境の保全と

循環型社会の構築に関する活動を町民、事業者、各種団体及び行政が協働し、実践することを目的

とした団体で、「目久尻川を鮎が遡上し、カワセミが飛び交い、ホタルが舞う川にしよう」を合い言

葉に活動しています。会員の皆さんは、それぞれがボランティアの立場で、自らが環境問題を見つ

け、改善の行動計画づくりに取り組み、行政と協働し、互いに協調の精神で活動に取り組んでいま

す。（個人会員 3１名 団体会員 1 団体 ※平成３０年３月３1 日現在） 

平成２９年度はこれまでの活動に対する功績が認められ、環境保全功労者として、神奈川県湘南

地域県政総合センター所長より表彰されました。 

ここでは、平成 2９年度に行われた活動の概要について紹介します。 

町イベントにおける活動 

・環境フェスティバル・産業まつりへの参加（年間各１回）

＜環境フェスティバル＞ 目久尻川の生き物展示（コイ、ウナギ、ナマズ、カメ、モクズガニ、手長

エビ、小魚類）、竹炭・竹酢液の無料配布（熊本地震義援金募集を依頼）、木こり・工作教室、活動報

告パネル展示、竹鉄砲遊びなどを実施しました。

＜産業まつり＞ エコネットの活動報告パネルの展示、目久尻川の生き物展示、竹炭・竹酢液の無料

配布、コースター作り／どんぐりアート、コマ作り、木の実の標本の展示などを実施しました。 

水生生物の展示では、子どもからお年寄りまで

多くの方が水槽をのぞき込んで、多様な種類の

魚たちを興味津々に眺めていました。 

活動報告のパネル展示では、見に来られた方よ

り寒川町にはどんな生き物がいるかといった、

熱心な質問が寄せられました。 

たくさんの子どもたちが、思い思いに工夫を

凝らした素敵なコースターができました。 

コースター作り／どんぐりアート、コマ作りで

は、椅子が不足するほどの大盛況で、子どもた

ちは一生懸命に作品を作っていました。 
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主な活動 

＜目久尻川クリーン作戦＞（Ｈ2９年 4 月～Ｈ３０年 3 月 ゴミ拾い６回、草刈り 12 回） 

町のほぼ中心を流れる目久尻川の久保田橋（藤沢市）～寒川大橋の間を中心にゴミ拾いや草刈りを行

いました。ゴミ拾いでは延べ 186名の参加があり、約 750 ㎏（前年比 166.7％増）のゴミを回収し

ました。 

＜目久尻川・小出川河川美化キャンペーン＞ 

平成２９年度は町と自治会との協議により、実施時期の見直しを行うこととなったため、平成３０年度

に延期となりました。今後の実施時期は未定でありますが、実施にあたっては他団体との連携を積極的

に行っていきます。 

＜町立旭小学校の環境学習「目久尻川周辺の動植物観察」＞ 

ふるさと寒川の豊かな自然を体感し、関心を持ってもらう

とともに、ポイ捨てをしない等の環境保持・推進への協力・

マナーを認識してもらうため、旭小学校の４年生 110 名に

対し、目久尻川周辺の自然について説明し観察しました。

 

 

 

 

 

 

＜自然観察の森の整備＞ 

町民の方々が自然にふれあえる憩いの場となるよう、町

都市計画課などと協力して、雑木や竹などを伐採し、木材

チップを敷き詰めた遊歩道や、木材を使ったテーブルやイ

スを整備しました。

今後も整備を続けていく予定です。

エコネットの活動の中心である、目久尻川クリーン作戦は、会員以外にも国際ソロプチミスト寒川や学生、事

業所などリピーターが増えています。みなさんも是非お気軽にご参加ください。 

ふるさと緑道では、ホタルの復活プロジェクトの作業により

ホタルが飛んだ話や、サギヤマコロニーの話をして生徒達の

関心を得ました。目久尻川河畔では、鳥類（カルガモ、サギ、

カワセミなど）や昆虫（バッタ、カマキリ、キリギリス、チ

ョウなど）、魚類（コイ、ボラなど）について観察し解説しま

した。また、ゴミのポイ捨てが、環境に悪影響を与えること

を説明しました。子どもたちから活発に質問が寄せられ、予

定時間を少しオーバーしてしまいました。 
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＜ホタル復活プロジェクト＞ 

合い言葉にしている「目久尻川をホタルが舞う川」

にするため、目久尻川へ流入する水路において、ホタ

ル復活に向けて取り組みました。

水路の清掃に始まり、ザリガニの駆除やホタルの幼

虫のえさになるカワニナの生息調査などを行い、ホタ

ルの幼虫を放しました。ホタルの幼虫は、目久尻川上

流で活動している団体からいただいたものです。

ホタルの幼虫は整備された水路で順調に育ち、平成

2９年の5月には成虫が飛んでいることが確認できま

した。今後も生態系に配慮しながらホタルが自生でき

る環境を目指します。 

調査 

＜町内の湧水調査＞ 

町内にある湧水地を訪れ、昨年度確認した 15 ヶ所の湧水地点の

現況を確認しました。湧水量については、全体的に減少傾向である

ことが判明しました。なお、私有地内の湧水も立ち入りを行い調査

しましたが、清掃が行き届き適切に管理されていました。 

＜川の自然調べ（鳥類の調査）＞ 

調査地点：（目久尻川）久保田橋～相模川合流点まで４区間 

  （小出川）大曲橋～追出橋まで４区間 

調査方法：歩きながら川の生物（鳥類等）を会員の目視で確認。 

日時：2017 年 6 月 11 日（日）8:00～12:00 晴れ 

参加者：5名  

調査結果 

① 目久尻川４区間の調査結果：観察数 17 種 239 羽

② 小出川３区間の調査結果：観察数 13種 103羽

日時：2017 年 12 月 10 日（日）8:00～12:00 曇り 

参加者：6名  

調査結果 

① 目久尻川４区間の調査結果：観察数 30 種 534 羽

② 小出川４区間の調査結果：観察数 23種 238羽

＜水質調査＞ 

調査地点：目久尻川４地点と小出川 3 地点 

調査方法：各区間で川の水を採取して調査。 

日時：2017 年 6 月 11 日（日）8:30～11:30 曇り 

（全国一斉水質調査） 参加者：4名  

日時：2017 年 12 月 17 日（日）8:30～11:00 晴れ 

参加者：4名  

調査結果： 
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＜川の生き物調査＞ 

日時：7 月 15 日（土）8:40～11:40  

場所：（座学）寒川広域リサイクルセンター２階研修室 

 （野外調査）目久尻川親水護岸（リサイクルセンター西側） 

参加者：一般参加者 34 名（子供 18名、大人 16 名）、 

エコネット 18 名、寒川町環境課 7名

神奈川県水産技術センター内水面試験場 勝呂 尚之氏 

助手 ２名 

実施状況：生き物の種類、数ともに昨年より少なかった。 

魚類：11 種、甲殻類：1 種、昆虫類：2種、扁形動物：0種、環形動物 0 種 
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＜サギやまへのサギの出入り調査＞ 

日時：2017 年 7 月 14 日(金) 16:30～18:30 

参加者：エコネット会員 11 名 

場所：北部福祉会館駐車場、サギやま南西側ビニールハウス横 

日時：2017 年 8 月 25 日(金) 16:30～18:30 

参加者：エコネット会員 6 名 

場所：北部福祉会館駐車場、サギやま南西側ビニールハウス横 

実施状況： 

＜昆虫調査＞ 

日時：8 月 4日(金) 9:00～10:30 

参加者：エコネット会員 7 名  

場所：越の山 

実施状況：26 種の昆虫を確認した。 

日時：8 月 18 日(金) 9:00～10:40 

参加者：エコネット会員 8 名 

場所：川とのふれあい公園 

実施状況：44 種の昆虫を確認した。 

日時：10 月 6 日（金） 9:00～10:55 

参加者：エコネット会員 5 名 

場所：越の山 

実施状況：41 種の昆虫を確認した。 

日時：10 月 13 日（金） 

参加者：エコネット会員 6 名 

場所：川とのふれあい公園 

実施状況：22 種の昆虫を確認した。 
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―お知らせ― 

○さむかわエコネットでは、随時会員を募集しています。活動に興味のある方は、下記

までお問い合わせください。 

・さむかわエコネット事務局：寒川町環境課環境保全担当

・電話：０４６７－７４－１１１１（内線４３２）

・FAX：０４６７－７４－１３８５

・mail：kankyou@town.samukawa.kanagawa.jp

その他の活動 

○ カワラノギク圃場整備（相模川河川敷）（4 月、7 月、2 回）（桂

川・相模川流域協議会主催）

○ 茶ケ谷橋際花壇整備（茶ケ谷橋～寒川大橋）（５月、6 月、9 月、

3 回）

○ 相模川美化キャンペーン参加（5 月）

○ 自然観察ウォーキング（５月、１１月、２回）

○ 自然観察会（山梨県立富士山世界遺産センター、北口本宮富士浅

間神社、忍野八海）（6 月）

○ 寒川こどもサイエンスフェスティバル（8月）（町民センタ－主催） 

○ 会報（さむかわエコネットだより）の発行（９月、３月、2回）

○ 小出川クリーン作戦（ゴミ拾い）（追出橋～一ツ橋）（10 月、11

月、2回）

○ 第 11 回目久尻川ふれあいウォーク（寒川神社～座間巡礼大橋高架

下公園：約 15km をウォーキング）（12 月）（目久尻川ふるさと

ネットワーク主催）

○ タゲリ調査協力（12月）（茅ヶ崎三翆会主催）

○ 野鳥観察会（2月）（目久尻川沿いを散策、町との共催）

○ 相模線大山踏切脇湧水清掃（２月）

○ 春を見つけよう（自然観察の森の春の植物を観察、よもぎ餅パーテ

ィー）（3 月）（子育て支援グループはぐはぐ主催）
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